
北区埋蔵文化財調査年報
－令和３年度－

2 0 2 3

東京都北区教育委員会





北区埋蔵文化財調査年報
－令和３年度－

2 0 2 3

東京都北区教育委員会





例　　言

１．本書は、令和３年度に実施した、北区内における埋蔵文化財発掘調査等の結果を報告するものである。

２．本書は、文化財保護法第 99 条に基づき北区教育委員会が調査主体者となり実施した、埋蔵文化財

本発掘調査、試掘調査、確認調査の結果報告を主とする。

３．本書の編集は、北区教育委員会（担当：牛山英昭・髙坂勇佑）によるものである。

４．各報告文の執筆・作成は、北区教育委員会の監修・指導のもと、発掘調査等の作業に従事した

株式会社東京航業研究所の調査員（岩崎岳彦・遠藤知成・小森暁生・坂下貴則・宅間清公・遠竹陽一郎）

がこれにあたった。

５．本書に掲載された発掘調査等の出土遺物や記録類については、北区教育委員会が保管している。

６．本書に収録される調査および本書の作成にあたり、以下の諸氏、諸機関よりご指導、ご協力を

賜った。（敬称略）

　　

　　吉岡環境開発株式会社

　　株式会社東京航業研究所

　　東京都教育庁地域教育支援部管理課
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令
和
３
年
度
　
北
区
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
一
覧

公
共
事
業
（
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
本
発
掘
調
査
を
除
く
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5151
栄

町
貝

塚
栄

町
貝

塚
栄

町
5

栄
町

5
確

認
調

査
確

認
調

査
11

6.
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11
6.

2 
03

.0
6.

14
-0

3.
06

.3
0

03
.0

6.
14

-0
3.

06
.3

0
集

合
住

宅
集

合
住

宅
（

民
間

調
査

組
織

に
よ

る
本

発
掘

調
査

を
実

施
）

（
民

間
調

査
組

織
に

よ
る

本
発

掘
調

査
を

実
施

）

99
赤

羽
上

ノ
台

遺
跡

赤
羽

上
ノ

台
遺

跡
赤

羽
台

1-
1-

13
赤

羽
台

1-
1-

13
 3

5°
46

′
49

″
 

 3
5°

46
′

49
″
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′
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″
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′
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本

発
掘

調
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本
発

掘
調
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0.

0
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3.

08
-

04
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3.
08

-
学

校
跡

地
 

学
校

跡
地

 
利

活
用

計
画

利
活

用
計

画
（

令
和

５
年

度
報

告
書

刊
行

予
定

）
（

令
和

５
年

度
報

告
書

刊
行

予
定
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令

和
4

年
度

に
調

査
継

続
令

和
4

年
度

に
調

査
継

続

民
間
事
業
（
法
第
92
条
お
よ
び
法
第
99
条
に
よ
る
調
査
）

遺
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跡
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所
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東
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調
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種
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調
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面
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原
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遺
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9
赤

羽
上

ノ
台

遺
跡

赤
羽

台
1-

1-
28

（
地

番
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 3
5°

46
′

45
″
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9°
43

′
02

″
本

発
掘

調
査
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0

02
.0

2.
03

-0
2.
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.2
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学

校
建

設
株

式
会

社
武

蔵
文

化
財

研
究

所
20

21
『

東
京

都
北

区
 赤

羽
上

ノ
台

遺
跡

－
東

洋
大

学
赤

羽
台

キ
ャ

ン
パ

ス
建

設
に

伴
う

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

－
』

参
照

令
和

元
年

度
よ

り
継

続

40
中

里
峽

上
遺

跡
中

里
3-

16
-3

0
 3

5°
44

′
33

″
 

13
9°

45
′

08
″

本
発

掘
調

査
14

5.
3 

02
.0

7.
06

-0
2.

08
.2

8
解

体
工

事
株

式
会

社
東

京
航

業
研

究
所

20
21

『
東

京
都

北
区

 中
里

峽
上

遺
跡

－
中

里
3-

16
-3

0
地

点
－

発
掘

調
査

報
告

』
参

照
令

和
２

年
度

よ
り

継
続

27
西

ヶ
原

遺
跡

群
西

ケ
原

2-
3-

15
 3

5°
44

′
51

″
 

13
9°

44
′

40
″

本
発

掘
調

査
16

7.
2 

02
.1

2.
23

-0
3.

02
.0

2
排

水
処

理
 

設
備

更
新

ト
キ

オ
文

化
財

株
式

会
社

20
21

『
東

京
都

北
区

 御
殿

前
遺

跡
－

国
立

印
刷

局
東

京
工

場
６

号
排

水
処

理
設

備
更

新
に

伴
う

発
掘

調
査

－
』

参
照

令
和

２
年

度
よ

り
継

続

27
西

ヶ
原

遺
跡

群
西

ケ
原

3-
12

-2
3

 3
5°

44
′

35
″

 
13

9°
45

′
34

″
本

発
掘

調
査

33
.2

 
03

.0
7.

26
-0

3.
08

.0
5

分
譲

住
宅

（
報

告
書

抄
録

を
参

照
）

本
書

収
録

4
袋

低
地

遺
跡

赤
羽

北
1-

12
 3

5°
47

′
09

″
 

13
9°

42
′

41
″

試
掘

調
査

11
.7

 
03

.0
8.

19
集

合
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確
認

調
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実

施
）

補
助
金
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業
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書
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録
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十
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群
王
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本
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′
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調
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6
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4.
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個
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十

条
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跡

群
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十
条

3-
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°
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′

55
″

 
13

9°
43

′
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試

掘
調

査
9.

0
03
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4.
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個

人
住
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中
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上
遺

跡
中

里
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-9
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°

44
′

30
″

 
13

9°
45

′
17

″
試

掘
調

査
18

.0
03

.0
4.

13
個

人
住

宅
（

法
第

99
条

に
よ

る
本

発
掘

調
査

を
実

施
）

27
西

ヶ
原

遺
跡

群
西

ヶ
原

3-
24

-7
35

°
44

′
41

″
 

13
9°

44
′

25
″

試
掘

調
査

12
.5

03
.0

4.
19

個
人

住
宅

な
し

な
し

30
中

里
遺

跡
上

中
里

2-
8-

17
・

18
35

°
44

′
43

″
 

13
9°

45
′

11
″

確
認

調
査

18
.0

03
.0

4.
23

個
人

住
宅

貝
塚

縄
文

時
代

貝
層

な
し

40
中

里
峽

上
遺

跡
中

里
3-

23
-9
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°

44
′

30
″

 
13

9°
45

′
17

″
 

本
発

掘
調

査
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.3
03

.0
5.

11
-0

3.
05

.2
8

個
人

住
宅

集
落

古
墳

時
代

後
期

竪
穴

建
物

跡
3

軒
、 

ピ
ッ

ト
9

基
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性
格

不
明

遺
構

1
基

弥
生

土
器

、 
須

恵
器

、
土

師
器
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27
西

ヶ
原

遺
跡

群
上

中
里

1-
25

35
°

44
′

37
″

 
13

9°
44

′
54

″
試

掘
調

査
2.

2
03

.0
5.

12
分

譲
住

宅
な

し
な

し

18
清

水
坂

遺
跡

中
十

条
4-

12
35

°
46

′
05

″
 

13
9°

43
′

22
″

試
掘

調
査

5.
4

03
.0

5.
18

個
人

住
宅

な
し

な
し

27
西

ヶ
原

遺
跡

群
西

ヶ
原

1-
25

35
°

44
′

36
″

 
13

9°
44

′
49

″
試

掘
調

査
19

.8
03

.0
6.

08
集

合
住

宅
な

し
な

し

35
志

茂
遺

跡
志

茂
3-

39
-1

2
35

°
46

′
47

″
 

13
9°

44
′

04
″

試
掘

調
査

3.
9

03
.0

6.
28

分
譲

住
宅

な
し

な
し

27
西

ヶ
原

遺
跡

群
西

ヶ
原

3-
12

-2
3

35
°

44
′

35
″

 
13

9°
45

′
34

″
試

掘
調

査
16

.6
03

.0
7.

08
分

譲
住

宅
（

法
第

99
条

に
よ

る
本

発
掘

調
査

を
実

施
）

19
十

条
台

遺
跡

群
中

十
条

2-
6-

12
35

°
45

′
42

″
 

13
9°

43
′

30
″

試
掘

調
査

19
.2

03
.0

7.
28

個
人

兼
 

集
合

住
宅

な
し

な
し

31
田

端
町

遺
跡

田
端

3-
23

-9
35

°
44

′
14

″
 

13
9°

45
′

17
″

試
掘

調
査

17
.0

03
.0

9.
03

事
務

所
な

し
な

し

34
熊

野
神

社
遺

跡
志

茂
4-

20
35

°
47

′
01

″
 

13
9°

43
′

58
″

試
掘

調
査

6.
7

03
.0

9.
09

個
人

住
宅

（
法

第
99

条
に

よ
る

本
発

掘
調

査
を

実
施

）

34
熊

野
神

社
遺

跡
志

茂
4-

20
35

°
47

′
01

″
 

13
9°

43
′

58
″

本
発

掘
調

査
32

.8
03

.0
9.

10
-0

3.
09

.2
4

個
人

住
宅

弥
生

時
代

古
墳

時
代

近
世

溝
状

遺
構

2
条

、
井

戸
跡

2
基

、
ピ

ッ
ト

3
基

弥
生

土
器

、
土

師
器

、
近

世
陶

磁
器

・
土

器

27
西

ヶ
原

遺
跡

群
西

ヶ
原

3-
33

35
°

44
′

43
″

 
13

9°
44

′
20

″
試

掘
調

査
2.

8
03

.0
9.

28
個

人
住

宅
不

明
溝

跡
1

条
、

ピ
ッ

ト
3

基
な

し

40
中

里
峽

上
遺

跡
田

端
6-

10
-6

35
°

44
′

28
″

 
13

9°
45

′
17

″
試

掘
調

査
6.

5
03

.1
0.

14
個

人
住

宅
（

確
認

調
査

を
実

施
）

40
中

里
峽

上
遺

跡
田

端
6-

10
-6

35
°

44
′

28
″

 
13

9°
45

′
17

″
確

認
調

査
29

.9
03

.1
0.

15
-0

3.
10

.2
2

個
人

住
宅

集
落

古
墳

時
代

後
期

竪
穴

建
物

跡
3

軒
、  

性
格

不
明

遺
構

3
基

縄
文

土
器

、  
土

師
器

27
西

ヶ
原

遺
跡

群
西

ヶ
原

2-
14

-1
35

°
44

′
52

″
 

13
9°

44
′

27
″

試
掘

調
査

14
.7

03
.1

0.
18

個
人

住
宅

（
法

第
99

条
に

よ
る

本
発

掘
調

査
を

実
施

）

27
西

ヶ
原

遺
跡

群
西

ヶ
原

2-
14

-1
35

°
44

′
52

″
 

13
9°

44
′

27
″

本
発

掘
調

査
32

.1
03

.1
0.

20
-0

3.
11

.0
2

個
人

住
宅

集
落

縄
文

時
代

弥
生

時
代

奈
良

・
平

安
時

代

竪
穴

建
物

跡
２

軒
、 

溝
跡

1
条

、土
坑

2
基

、
ピ

ッ
ト

4
基

縄
文

土
器

、 
弥

生
土

器
、

石
器

19
十

条
台

遺
跡

群
 

王
子

本
町

1-
21

-4
・

6
35

°
45

′
16

″
 

13
9°

43
′

59
″

試
掘

調
査

21
.5

03
.1

0.
20

個
人

兼
 

集
合

住
宅

・
店

舗
な

し
な

し

5
赤

羽
台

遺
跡

赤
羽

台
4-

19
-4

35
°

47
′

04
″

 
13

9°
42

′
35

″
試

掘
調

査
5.

8
03

.1
0.

26
分

譲
住

宅
な

し
な

し

32
田

端
不

動
坂

遺
跡

田
端

1-
19

35
°

44
′

12
″

 
13

9°
45

′
36

″
試

掘
調

査
4.

4
03

.1
1.

09
個

人
住

宅
な

し
な

し

4
袋

低
地

遺
跡

赤
羽

北
1-

12
-7

35
°

47
′

09
″

 
13

9°
42

′
41

″
確

認
調

査
44

.9
03

.1
1.

24
-0

3.
11

.3
0

集
合

住
宅

貝
塚

縄
文

時
代

貝
層

縄
文

土
器

、
獣

骨

35
志

茂
遺

跡
志

茂
3-

39
35

°
46

′
46

″
 

13
9°

44
′

06
″

試
掘

調
査

11
.1

03
.1

2.
02

個
人

住
宅

不
明

性
格

不
明

遺
構

1
基

な
し

27
西

ヶ
原

遺
跡

群
西

ヶ
原

1-
29

35
°

44
′

39
″

 
13

9°
44

′
42

″
試

掘
調

査
24

.4
03

.1
2.

13
集

合
住

宅
な

し
な

し

40
中

里
峽

上
遺

跡
西

ヶ
原

1-
16

-1
6

35
°

44
′

31
″

 
13

9°
44

′
57

″
試

掘
調

査
9.

6
04

.0
1.

05
個

人
住

宅
な

し
な

し

40
中

里
峽

上
遺

跡
西

ヶ
原

1-
16

35
°

44
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令和 3年度区内遺跡
国庫補助事業調査概要報告
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＜はじめに＞

　令和３年度に実施された、国庫補助金対象事業である区内遺跡の埋蔵文化財発掘調査および試掘調査、

確認調査の概要を報告する。当該年度は本発掘調査 3 件、試掘調査・確認調査が 27 件、計 30 件の調査

を実施した（第 60 図）。いずれも、周知の「埋蔵文化財包蔵地」に該当するものであり、文化財保護法（以下、

法）第 93 条第１項に基づく届出を経て、法第 99 条に基づき調査を実施したものである。

＜本発掘調査＞

１. 中里峽上遺跡（地点：中里 3-23-9　第 1 ～ 10・61 － 3 図　図版 1・2）

〔調査期間〕令和３年５月 11 日～ 28 日

〔調査面積］90.3 ㎡

〔調査概要〕調査の結果、古墳時代後期の竪穴住居跡 3 軒、ピット 9 基、性格不明遺構 1 基が検出された。

第１号住居跡のカマドからほぼ完形の土師器の坏が出土したほかは、遺物はいずれも破片である。第２号

住居跡からは比企型の坏が出土した。第１号性格不明遺構からは、須恵器の甕の破片が複数出土した。

〔遺構・遺物〕

【SI01】

遺構（第 2・3 図　図版 1）

　重複関係：SI02 を切る。平面形：方形を呈すると推測される。住居南側は調査区外に広がっていたため、

部分的な検出である。規模：主軸長 0.63 ｍ以上、主軸直交長 3.14 ｍ以上、確認面からの深さ 0.10 ｍを

測る。主軸方位：N － 54°－ W。覆土：にぶい黄褐色土を主体に 4 層に分層される。床：貼り床はほぼ

見られない。壁溝：調査範囲では検出されていない。カマド：北壁のほぼ中央部とみられる位置で検出

した。カマドの袖は灰褐色の粘土で構築されており、袖の間に燃焼面を確認した。長さ 0.88 ｍ以上、

残存幅 0.82 ｍ以上である。

遺物（第 10 図　図版 2）

　出土状況：カマドの燃焼面付近から土師器の坏・甕が出土している。土器：1 はほぼ完形の土師器の坏

で、口縁部下端に稜を持つ。2 は土師器の長胴甕である。

時期　出土遺物や切り合いから６世紀後半 ( 古墳時代後期 ) と推測される。

【SI02】

遺構（第 4・5 図　図版 1）

　重複関係：SI01 に切られる。平面形：方形を呈する。北東、北西、南西の隅と一部床面、カマドの

掘り込み以外は攪乱により壊されていた。規模：主軸長 6.47 ｍ、主軸直交長 6.32 ｍ、確認面からの深さ

0.22 ｍを測る。主軸方位：N － 49°－ W。覆土：黒褐色土を主体に 9 層に分層される。床：一部貼り床

が確認できるが、大半は攪乱により壊されている。壁溝：幅 0.12 ～ 0.27 ｍ、床面からの深さ 0.03 ～

0.12 ｍである。カマド：北壁のほぼ中央部に掘り込みの残骸を確認した。長さ 0.64 ｍ、残存幅 0.64 ｍ

である。

遺物（第 10 図　図版 2）

 　出土状況：カマド付近や遺構内から散漫に出土している。土器：3 は須恵器の蓋である。4・5 は

土師器の坏で、4 は内外面に赤彩がある。5 はいわゆる比企型坏である。内面および口縁部外面に赤彩が

ある。

時期 　出土遺物や切り合い関係から 6 世紀中頃 ( 古墳時代後期 ) と推測される。
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【SI03】

遺構（第 6 図　図版 1）

　重複関係：なし。平面形：方形を呈すると思われる。一部床面、カマドの掘り込み、北壁掘方の掘り

込み以外は攪乱により壊されていた。規模：主軸長 3.0 ｍ以上、主軸直交長 2.52 ｍ以上、確認面からの

深さ 0.16 ｍを測る。主軸方位：N － 49°－ W。覆土：暗褐色土とにぶい黄褐色土を主体に 5 層に分層

される。床：一部貼り床が確認できるが、大半は攪乱により壊されている。壁溝：北壁に沿って検出された。

幅 0.20 ～ 0.24 ｍ、確認面からの深さ 0.05 ｍである。カマド：西壁のほぼ中央部とみられる位置に掘り

込みを確認した。長さ 0.84 ｍ、残存幅 0.54 ｍである。

遺物（第 10 図　図版 2）

　出土状況：覆土中からの出土は僅かである。土器：7 は土師器の坏である。8 は土師器の甕である。

時期　出土遺物と遺構から古墳時代後期と推測される。

【SX01】

遺構（第 7 図　図版 1）

　重複関係：なし。平面形：楕円形を呈すると思われる。北東方向は調査区外に伸びており、南西壁の

一部を検出したのみである。規模：長軸 5.42 ｍ以上、短軸 2.39 ｍ以上、確認面からの深さ 0.44 ｍを測る。

主軸方位：不明。覆土：暗褐色土と黒褐色土を主体に 7 層に分層される。

遺物（第 10 図　図版 2）

　出土状況：散漫に出土している。土器：9・10 は土師器の椀である。11 ～ 16 は須恵器の甕である。

11 は内面に同心円状の押さえ痕を持つ。16 は内外面および割れ口に平滑面を持ち、砥石として転用され

たものと考えられる。

時期　出土遺物から８～９世紀 ( 奈良・平安時代 ) と推測される。

【ピット】

遺構（第 8・9 図）

　9 基のピットを検出した。遺物はほとんど出土せず、形・規模もまちまちで、有意の組み合せを見い

だせない事から、それぞれ単独の遺構として記録した。

遺物（第 10 図　図版 2）

　出土状況：P8 から須恵器の長頸壷が出土している。土器：17 は須恵器の長頸壷である。

時期　P8 は平安時代と推測される。

２. 熊野神社遺跡（地点：志茂 4-20　第 11 ～ 16・62 － 13 図　図版 3 ～ 5）

〔調査期間〕令和３年９月 10 日～ 24 日

〔調査面積］32.8 ㎡

〔調査概要〕調査の結果、弥生時代後期末から古墳時代前期の溝状遺構 2 条、近世の井戸跡２基、ピット

３基を検出した。出土遺物はいずれも破片で、全体を知り得るものは出土していない。弥生時代後期末

から古墳時代前期の壺と甕の破片が出土しており、近隣の調査から鑑みても、SX01・SX02 については、

弥生時代後期末から古墳時代前期の周溝状遺構の一部と推測される。
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〔遺構・遺物〕

【SX01】

遺構（第 12 図　図版 3）

　重複関係：SX02 に切られる。平面形：溝状を呈し、北東－南西方向に調査区外まで伸びている。

規模：検出範囲で主軸長 3.58 ｍ、幅 0.77 ～ 0.88 ｍ、確認面からの深さ 0.41 ～ 0.56 ｍを測る。主軸方位：
N － 28°－ E。覆土：黒褐色土を主体に 10 層に分層される。

遺物（第 16 図　図版 5）

　出土状況：壺・甕の小破片が覆土中より出土している。土器：1 ～ 3 は壺形土器で 4 は甕形土器である。

時期　出土遺物や切り合い関係から弥生時代後期末から古墳時代前期と推測される。

【SX02】

遺構（第 13 図　図版 3）

　重複関係：SX01 を 切 る。平面形：溝 状 を 呈 し、 北 西 － 南 東 方 向 に 調 査 区 外 ま で 伸 び て い る。

規模：検 出 範 囲 で 主 軸 長 7.26 ｍ、 幅 0.59 ～ 0.77 ｍ、 確 認 面 か ら の 深 さ 0.38 ～ 0.54 ｍ を 測 る。

主軸方位：N － 69°－ W。覆土：黒褐色土を主体に５層に分層される。

遺物
　出土状況：図示するような遺物は出土していないが、土師器片が出土している。

時期　出土遺物や遺構の切り合いから古墳時代前期と推測される。

【SE01】

遺構（第 14 図　図版 3）

　重複関係：なし。平面形：不整円形。規模：長軸 2.50 ｍ、短軸 2.36 ｍ、確認面より深さ 0.49 ｍまで

掘削した。覆土：灰黄褐色土を主体に１層に分層される。ロームで人為的に埋められている。

遺物（第 16 図　図版 5）

　出土状況：近世の遺物（磁器、陶器、土器）が出土している。陶磁器：５～７は瀬戸・美濃系の近世の

陶器である。５は腰錆碗で、６は仏飯器で、７は擂鉢である。

時期　出土遺物から 18 世紀後半以降と推測される。

【SE02】

遺構（第 14 図　図版 4）

　重複関係： なし。平面形：不整円形。規模：長軸 0.89 ｍ、短軸 0.81 ｍ、確認面より深さ 0.49 ｍまで

掘削した。覆土：灰黄褐色砂質土を主体に１層に分層される。人為的に埋められている。

遺物（第 16 図　図版 5）

　出土状況：近世の遺物（磁器、陶器、土器）が出土している。土器：８は江戸在地系の施釉土器の灯明

受皿である。近世の所産と考えられる。

時期　出土遺物から 19 世紀以降と推測される。

【ピット】

遺構（第 15 図　図版 4）

　３基のピットを検出した。遺構の性格や時期は不明である。
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３. 西ヶ原遺跡群（地点：西ヶ原 2-14-1　第 17 ～ 25・62 － 16 図　図版 6 ～ 9）

〔調査期間〕令和３年 10 月 20 日～ 11 月 2 日

〔調査面積］32.1 ㎡

〔調査概要〕調査の結果、縄文時代中期の住居跡を 1 軒、弥生時代後期の住居跡を 1 軒、8 世紀後半以降

の溝跡を 1 条、縄文時代前期の土坑を２基検出した。土坑に関しては遺物が出土したのは１基であるが、

覆土から同じ黒浜式期の土坑であると推測した。加曽利 E 式期の住居跡と弥生時代後期の住居跡を溝跡

が切っており、溝跡からは流れ込みと思われる、縄文時代前・中期、弥生時代後期の遺物しか出土してい

ない。しかし、隣接する西ヶ原 2-14-2 地点、西ヶ原 2-14-30・31 地点の溝跡と繋がっており、古代豊島

郡衙正倉院西方官衙を区画する溝であると考えられる。

〔遺構・遺物〕

【SI01】

遺構（第 18・19 図　図版 6）

　重複関係：SD01 に切られる。平面形：隅丸方形を呈すると思われる。住居南側は SD01 に切られ、

住居西側は調査区外に広がっていたため、部分的な検出であった。規模：検出範囲で長軸 3.88 ｍ、

短軸 3.04 ｍ、確認面からの深さ 0.66 ｍを測る。主軸方位：N － 7°－ W。覆土：黒褐色土を主体に

15 層に分層される。床：掘方の見られない直床であり著しく硬化している。壁溝：検出されなかった。炉：
検出されなかった。ピット：6 基検出した。このうち P5 と P6 は柱穴で P1 は入口梯子穴で P2 は貯蔵穴

であると考えられる。

遺物（第 24 図　図版 8・9）

　出土状況：覆土上層と床直上から遺物が出土した。土器：1・2・5 は弥生土器の壷、3・4 は甕である。

時期　出土遺物や切り合い関係から弥生時代後期と推測される。

【SI02】

遺構（第 20 図　図版 6・7）

　重複関係：SD01 に切られる。平面形：隅丸方形を呈すると思われる。住居南側と東側は調査区外に

広がっており、南側では隣地の調査で SX01 と報告されていた遺構と同一であると推測される。規模：
長軸 5.29 ｍ、短軸 4.72 ｍと推測される。確認面からの深さ 0.31 ｍを測る。主軸方位：N － 28°－ W。

覆土：黒褐色土を主体に 7 層に分層される。床：溝跡南側で検出された範囲では堅緻な貼り床が見られる。

壁溝：溝跡北側で一部検出した。幅 0.43m、深さ 0.15m を測る。炉：住居跡中央に位置する。平面形は

不整円形で、長軸 0.81m、短軸 0.59m、深さ 0.05m を測る。焼土を検出した範囲の北側に、土器を据え

たと思われるピットを検出した。また攪乱されているが、被熱を受けたローム範囲を検出した。炉を作り

替えた可能性が考えられる。ピット：検出されなかった。

遺物（第 24 図　図版 9）

　出土状況：縄文時代中期の土器片と石錘が出土している。土器：6 ～ 8 は縄文中期の深鉢である。9 は

石錘と考えられる。

時期　出土遺物や遺構の切り合いから縄文時代中期 ( 加曽利 E 式期 ) と推測される。

【SD01】

遺構（第 21 図　図版 7）

　重複関係：SI01、SI02 を切る。平面形：溝状を呈し東西方向に調査区外まで伸びている。規模：
主軸長 3.73 ｍ、幅 2.24 ～ 2.32 ｍ、確認面からの深さ 1.02 ～ 1.08 ｍを測る。走行方位：N － 87°－ W。
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覆土：黒褐色土を主体に 10 層に分層される。

遺物（第 25 図　図版 9）

　出土状況：流れ込みである縄文土器、弥生土器がほとんどで、時期を示すような遺物は出土しなかった。

土器：10 は黒浜式の深鉢、11 は加曽利 E 式の深鉢である。12 は土師器の高坏である。13 は鉄製品の

一部と考えられる。

時期　遺構の切り合いや近隣の調査から、古代豊島郡衙正倉院西方官衙を区画する溝である可能性が高く、

8 世紀後半以降の所産であると考えられる。

【SK01】

遺構（第 22 図　図版 7）

　重複関係：P3 に切られる。平面形：不整形。規模：長軸 0.83 ｍ、短軸 0.72 ｍ、深さ 0.55 ｍを測る。覆土：
暗褐色土を主体に５層に分層される。

遺物（第 25 図　図版 9）

　出土状況：黒浜式期の土器片が出土している。土器：14・15 は黒浜式の深鉢である。

時期　縄文時代前期 ( 黒浜式期 )。

【SK02】

遺構（第 22 図　図版 7）

　重複関係：なし。平面形：不整形。規模：長軸 0.79 ｍ、短軸 0.69 ｍ、深さ 0.61 ｍを測る。覆土：
暗褐色土を主体に６層に分層される。

遺物
　出土状況：遺物は出土していない。

時期　覆土の様相から SK01 と同じ縄文時代前期 ( 黒浜式期 ) の土坑であると思われる。

【ピット】

遺構（第 22 図　図版 7）

　４基のピットを検出した。P3 は SK1 を切っている事から、縄文前期以降であると言えるが、他の３基

は時期不明である。出土遺物もなく４基とも性格不明である。

＜試掘・確認調査＞

１．十条台遺跡群（地点：王子本町 2-8-16　第 26・61 －１図　図版 10）

〔調査期間〕　令和 3 年４月 6 日

〔調査面積〕　3.6 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、北西から南東方向の試掘坑（1.0 × 3.6m）を設定して現地表下 0.80 ｍまで

重機により表土掘削を行った。

　試掘坑では、耕作土を南東部及び北東部の一部から検出し、その他の部分は攪乱を受けていた。遺構は

検出されなかった。試掘坑の記録後、重機による埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を終了した。

　現地表面から 0.80 ｍまで攪乱及び耕作土であった。

２．十条台遺跡群（地点：中十条 3-17　第 27・61 －２図　図版 11）

〔調査期間〕　令和 3 年４月 8 日

〔調査面積〕　9.0 ㎡
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〔調査概要〕　機材搬入後、対象敷地内に東西方向の試掘坑（1.0 × 9.0 ｍ）を設定して重機により表土

掘削を行った。

　現地表下 0.30 ～ 0.50 ｍで地山のローム層を検出した。大半の箇所で大きく攪乱を受けていた。遺構

は検出されなかった。試掘坑の記録後、重機により埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を終了した。

　現地表下 0.30 ～ 0.50m までが 攪乱及び耕作土であった。東側から西側へと傾斜しており、地山は

ソフトローム層 ( 立川ローム第Ⅲ層 ) であった。

３．中里峽上遺跡（地点：中里 3-23-9　第 28・61 －３図　図版 12）

〔調査期間〕　令和 3 年４月 13 日

〔調査面積〕　18.0 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、東西方向の試掘坑を２本設定し、北から試掘坑 1（1.0 × 9.0 ｍ）と試掘坑 2（1.0

× 9.0 ｍ）として、重機により表土掘削を行った。試掘坑の記録後、重機により埋め戻しを行い、機材を

撤収し調査を終了した。

　試掘坑 1 は、現地表下 0.30 ～ 0.85 ｍまで掘り下げた。西側から 3 ｍほどの範囲では現地表下 0.30 ～

0.65 ｍ程の深さで遺構覆土と地山であるソフトローム層 ( 立川ローム第Ⅲ層 ) を確認した。遺構の性格

は不明である。そこから東側は現地表下 0.85 ｍ以上の深さで攪乱を受けており、深い場所ではハード

ロームまで達していた。東隅で一部遺構覆土を検出した。遺構の性格は不明である。

　試掘坑 2 は、現地表下 0.40 ～ 0.95 ｍまで掘り下げた。西側から 3 ｍほどの範囲では現地表下 0.40 ～

0.60 ｍ程の深さで遺構覆土と地山であるソフトローム層 ( 立川ローム第Ⅲ層 ) を確認した。遺構の性格

は不明である。そこから東側は現地表下 0.85 ｍ以上の深さで攪乱を受けており、深い場所ではハード

ロームまで達していた。東隅で一部遺構覆土及び竪穴住居床面と考えられる硬化面を検出した。

　敷地西側では現地表下 0.30 ～ 0.40 ｍほどまで攪乱で、地山はソフトローム層（立川ローム第Ⅲ層）

である。敷地東側は現地表下 0.80 ｍ以上攪乱で、ハードロームまで達している。

　試掘の結果をうけて、本発掘調査を実施した。

検出遺構　竪穴住居跡、性格不明遺構。

４．西ヶ原遺跡群（地点：西ヶ原 3-24-7　第 29・61 －４図　図版 13）

〔調査期間〕　令和 3 年 4 月 19 日

〔調査面積〕　12.5 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、対象敷地内に東西方向の試掘坑 1（0.7 × 4.3 ｍ）、南北方向に試掘坑を２本

設定し、東から試掘坑 2（0.6 × 7.9 ｍ）、試掘坑 3（0.6 × 7.9 ｍ）として重機により表土掘削を行った。

試掘坑1は現地表下0.20～0.60ｍまで、試掘坑2は現地表下0.30～0.50mまで、試掘坑3は現地表下0.10

～ 0.30m までで地山を検出した。精査した結果、遺構は確認できなかった。試掘坑の記録後、重機に

より埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を終了した。

　いずれの試掘坑の地山もハードローム層まで達しており、部分的にソフトローム層を検出したに

過ぎない。このことから大きく削平された可能性が高い。

５．中里遺跡（地点：上中里 2-8-17・18　第 30・61 － 5 図　図版 14）

〔調査期間〕　令和 3 年 4 月 23 日

〔調査面積〕　18.0 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、対象敷地内に東西方向に試掘坑を２本設定し、南から試掘坑 1（1.5 × 6.0 ｍ）、

試掘坑 2（1.5 × 6.0 ｍ）として重機により表土掘削を行った。試掘坑 1、試掘坑 2 ともに現地表下
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1.10 ｍまで掘削を実施した。精査した結果、一部攪乱を受けていたが、貝層および貝層の上部に堆積

する泥炭層を確認した。試掘坑の記録後、重機により埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を終了した。

　現地表下 1.10m で泥炭層である黒色粘土質シルト層及び貝層の上面を確認した。黒色粘土質シルト層

は一部、グライ化により青灰色に変質していた。また一部攪乱されていた。泥炭層よりも 0.20 ～ 0.30 ｍ

程下に貝層があると考えられる。

検出遺構　貝層および貝層上部の泥炭層。

６．西ヶ原遺跡群（地点：上中里 1-25　第 31・61 － 6 図　図版 15）

〔調査期間〕　令和 3 年 5 月 12 日

〔調査面積〕　2.2 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、対象敷地内の建物布基礎部分を対象に試掘を行った。場所は建物西端部分

で、北東－南西方位の試掘坑（0.7 × 3.1 ｍ）を設定して重機により表土掘削を行った。建物設計深度

まで掘り下げた結果、一部にハードローム層が見られたが多くは近世以降の耕作土と思われる黒色土が

認められ遺構は検出されなかった。試掘坑の記録後、重機により埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を

終了した。

　現地表下 0.90m まで、攪乱層、近世以降の耕作土であった。深さ 0.70 ～ 0.90 ｍ程で部分的にハード

ローム層を検出した。

７．清水坂遺跡（地点：中十条 4-12　第 32・61 － 7 図　図版 16）

〔調査期間〕　令和 3 年 5 月 18 日

〔調査面積〕　5.4 ㎡

〔調査概要〕　 機材搬入後、対象敷地内の中央部分に北東－南西方位の試掘坑（1.0 × 5.4 ｍ）を設定して

重機により表土掘削を行った。地表下 0.60 ｍ程で一部攪乱されていたが、ソフトローム層を検出した。

遺構は検出できなかった。試掘坑の記録後、重機により埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を終了した。

　現地表下 0.60 ｍまで、攪乱層で、以下ソフトローム層（立川ローム第Ⅲ層）を検出した。

８．西ヶ原遺跡群（地点：西ヶ原 1-25　第 33・61 － 8 図　図版 17）

〔調査期間〕　令和 3 年６月 8 日

〔調査面積〕　19.8 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、対象敷地内に南北方位の試掘坑（1.0 × 19.8 ｍ）を設定して重機により表土

掘削を行った。既存の建物部分では攪乱が激しく、地表下 0.90 ～ 1.10 ｍ程で部分的にローム層を検出

した。建物の無かった北端部分では 0.70 ｍ程でソフトローム層を検出したが、遺構は検出できなかった。

試掘坑の記録後、重機により埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を終了した。

　南側から中央付近では現地表下 0.90 ～ 1.10 ｍまで攪乱層で、以下ハードローム（立川ローム第Ⅳ・Ⅴ層）

を検出した。北端部では 0.70 ｍ程でソフトローム（立川ローム第Ⅲ層）を検出した。

９．志茂遺跡（地点：志茂 3-39-12　第 34・62 － 9 図　図版 18）

〔調査期間〕　令和 3 年 6 月 28 日

〔調査面積〕　3.9 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、対象敷地内に東西方向の試掘坑（1.0 × 3.9 ｍ）を設定し、重機による掘削を

行った。駐車場建設に伴って埋蔵文化財に影響が及ぶ掘削可能深度では、表土層内に収まり、自然堆積層

を確認するに至らなかった。したがって、遺構の有無を判断できなかったものの、駐車場敷設に伴う埋蔵



－ 9 －

文化財の破壊が発生する可能性はないことを確認した。

　試掘結果を記録して、重機による埋め戻しを行い、機材を撤収して調査を終了した。

　現地表下 0.30 ～ 0.50 ｍまで表土層であり、自然堆積層を確認できなかった。

10．西ヶ原遺跡群（地点：西ヶ原 3-12-23　第 35・62 － 10 図　図版 19）

〔調査期間〕　令和 3 年７月 8 日

〔調査面積〕　16.6 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、対象敷地内に北東―南西方位の試掘坑を 2 本設定した。西側を試掘坑１（1.0

× 8.5 ｍ）、東側を試掘坑２（1.0 × 8.1 ｍ）とし、重機により表土掘削を行った。

　試掘坑１は、北東側では地表下 0.40 ～ 0.50 ｍ程でハードローム層の地山を、谷部に向かい徐々に

傾斜し、南西端では地表下 0.70 ｍで同じくハードローム層の地山を検出した。遺構は検出できなかった。

　試掘坑２の北東側は試掘坑１と同様に地表下 0.40 ｍ前後でハードローム層の地山を検出した。試掘坑

中央から南西にかけては地表下 0.50 ～ 0.60 ｍで混貝土層を検出した。

　試掘坑の記録後、重機により埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を終了した。

　地表下 0.40 ～ 0.70 ｍ程まで攪乱されている。地山はハードローム層（立川ローム第Ⅳ層）、試掘坑１

の北東側で部分的に黒色帯（立川ローム第Ⅴ層）が認められた。

　混貝土層は、暗褐色土を主体し、ハマグリ・ヤマトシジミ等を含んでいる。混貝土層の中で貝の分布に

粗密が認められた。試掘の結果をうけて、本発掘調査を実施した。

検出遺構　混貝土層一ヶ所。

出土遺物　縄文土器　加曽利 B 式を主体とする。

11．十条台遺跡群（地点：中十条 2-6-12　第 36・62 － 11 図　図版 20）

〔調査期間〕　令和 3 年 7 月 28 日

〔調査面積〕　19.2 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、対象敷地内に南北方位の試掘坑（1.0 × 19.2 ｍ）を設定して重機により表土

掘削を行った。地表下 0.60 ～ 1.00 ｍ程でハードローム層の地山を確認した。北端部分では深く大きな

攪乱が認められた。

　現地表下約 0.60 ～ 1.00 ｍまで攪乱であった。地山はハードローム層（立川ローム第Ⅳ層）である。

12．田端町遺跡（地点：田端 3-23-9　第 37・62 － 12 図　図版 21）

〔調査期間〕　令和 3 年 9 月 3 日

〔調査面積〕　17.0 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、対象敷地内の中央部、基礎付設位置に北西－南東方位の試掘坑（1.0 × 8.5 ｍ）

を 2 本設定して重機により表土掘削を行った。結果、地表下 0.50 ｍ程で部分的にハードローム層を検出

したため、これを遺構確認面とした。遺構確認面の大半は攪乱され、遺構は検出されなかった。試掘坑の

記録後、重機により埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を終了した。

　現地表下 0.50 ｍまで、攪乱層で、以下ハードローム層（立川ローム第Ⅳ層）を検出した。

13．熊野神社遺跡（地点：志茂 4-20　第 38・62 － 13 図　図版 22）

〔調査期間〕　令和 3 年 9 月 9 日

〔調査面積〕　6.7 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、対象敷地内に北東―南西方位の試掘坑（1.0 × 6.7 ｍ）を設定し、重機により

表土掘削を行った。
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　南西側では地表下 0.90 ～ 1.00 ｍ程で地山を検出し、北西側では地表下 1.20 ｍ程で地山を検出した。

　試掘坑の南西壁と北東側に溝跡を２条検出した。また中央部にピット、土坑と思われる遺構を３基検出

した。試掘坑の記録後、重機により埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を終了した。

　地表下 0.30 ｍ程まで攪乱されて、その下 0.90 ｍ程まではシルトが堆積している。地山は黄褐色シルト

である。試掘の結果をうけて、本発掘調査を実施した。

検出遺構　溝跡２条、土坑 2 基、ピット 1 基。

14．西ヶ原遺跡群（地点：西ヶ原 3-33　第 39・62 － 14 図　図版 23）

〔調査期間〕　令和 3 年９月 28 日

〔調査面積〕　2.8 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、対象敷地内に西から東方向に試掘坑 1（0.6 × 2.4 ｍ）、北から南方向に

試掘坑 2（東西 0.24 ～ 1.20 ×南北 1.78 ｍ）を設定し、重機により表土掘削を行った。試掘坑 1 は現地

表下 0.30 ～ 0.80 ｍまで、試掘坑 2 は現地表下 0.40 ～ 1.40 ｍまで、掘削を実施した。精査した結果、

溝跡 1 条、ピット 3 基を確認した。試掘坑の記録後、重機により埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を

終了した。

　試掘坑 1 の北側は 0.30 ～ 0.40 ｍ幅で攪乱されていた。南側は現地表下 0.10 ～ 0.40 ｍほどで

ローム層の地山を確認した。一部はソフトローム層が残っていたが大半はハードローム層であった。遺構

は確認できなかった。

　試掘坑 2 は現地表下 0.20 ～ 1.40 ｍ程で、漸移層からソフトローム層を確認した。遺構は溝跡 1 条、

ピット 3 基を確認した。溝跡は南北に伸びていた。遺物は検出されなかった。

　現地表下 0.30 ～ 1.40 ｍで地山を確認した。ソフトローム層を基本とし、一部北側でハードローム層、

南側で漸移層が検出された。現況盛土されている部分の下では、対象敷地北側の道路面よりも高い位置で

ローム層を検出した。道路から南へ盛土されているが、原地形としても北から南に緩やかに上っていく

地形であったことが想像される。

検出遺構　溝跡 1 条、ピット 3 基。

15．中里峽上遺跡（地点：田端 6-10-6　第 40・62 － 15 図　図版 24）

〔調査期間〕　令和 3 年 10 月 14 日

〔調査面積〕　6.5 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、東西方向に試掘坑（1.0 × 6.5 ｍ）を設定し、重機により表土掘削を行った。

　現地表下 0.50 ～ 0.70 ｍまで掘り下げ、遺構覆土および地山であるソフトローム層を検出した。試掘坑

東側に遺構を検出。東側の遺構は住居跡と考えられる。西側は攪乱されている。

　試掘坑の記録後、重機により埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を終了した。

　敷地西側では 0.50 ～ 0.70 ｍ程まで攪乱で、地山はソフトローム層（立川ローム第Ⅲ層）である。

検出遺構　住居跡 1 軒。

出土遺物　土師器。

16．中里峽上遺跡（地点：田端 6-10-6　第 41 ～ 46・62 － 15 図　図版 25 ～ 27）

〔調査期間〕　令和 3 年 10 月 15 日～ 22 日

〔調査面積〕　29.9 ㎡

〔調査概要〕　本調査は建築工事の都合上、調査可能深度に制限があったため確認調査に留めている。機材

搬入後、重機により表土掘削を行った。地表下約 0.50 ～ 0.70 ｍでローム層と遺構覆土を確認し、これ
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を遺構検出面とした。調査は残土処理の都合により調査区を南北に 2 分して行った。

 　遺構は住居跡 3 軒、性格不明遺構 3 基を検出した。SI03 については隣地調査で検出されている竪穴

住居と同一の遺構であると推測される。遺物は SI01 より土師器坏 ( 有段口縁坏 )、土師器甕が出土し、

SI03 より土師器坏 ( 比企型坏 ) が出土しており、いずれも古墳時代後期の所産と考えられる。また遺構外

より同時期の土師器坏 ( 有段口縁坏 ) が出土したのでこれも図示している。

〔遺構・遺物〕

【SI01】

遺構（第 42 図　図版 26）

　重複関係：SX01 を切る。平面形：平面形は方形を呈すると思われる。住居南側は調査区外に広がっ

ていた。また、掘削深度が表土より 0.70m までの調査であり、住宅梁部分のみ 0.90 ｍまでトレンチ状

に掘削を行ったため、部分的な検出であった。規模：検出範囲で主軸長 3.53 ｍ、主軸直交長 1.76 ｍ、

確認面からの深さ 0.19 ｍを測る。主軸方位：不明。覆土：暗褐色土を主体に３層に分層される。床：
トレンチ内で貼り床を検出した。カマド：検出されなかった。

遺物（第 46 図　図版 27）

　出土状況：トレンチ内より土師器坏、土師器甕が出土している。土器：１は土師器甕である。２は

土師器坏である。いわゆる有段口縁坏で、口縁部の内外面に黒彩が施されている。

時期　出土遺物や遺構の切り合いから６世紀後半 ( 古墳時代後期 ) と推測される。

【SI02】

遺構（第 43 図　図版 26）

　重複関係：なし。平面形：調査区南壁沿いにカマドの煙道を検出した。南側は調査区外へ伸びていると

考えられる。規模：検出範囲で主軸長 0.45 ｍ、主軸直交長 0.58 ｍ、確認面からの深さ 0.31 ｍを測る。

主軸方位：N － 43°－ E。覆土：灰黄褐色土を主体に 7 層に分層される。カマド：調査区南壁沿いに、

粘土と掘り込みを検出した。カマドの煙道部と考えられ、調査区南側へと住居は続いていると考えられる。

検出した部分は長さ 0.45 ｍ、残存幅 0.58 ｍである。

遺物
　出土状況：遺物は出土しなかった。

時期　不明。

【SI03】

遺構（第 44 図　図版 26）

　重複関係：SX02、SX03 に切られる。規模：検出範囲で主軸長 2.30 ｍ、主軸直交長 1.55 ｍ、確認面

からの深さ 0.12 ｍを測る。覆土：一部覆土と思われる暗褐色土を検出した。床：一部貼り床と思われる

硬化面が確認できるが、大半は攪乱される。カマド：検出されなかった。

遺物（第 46 図　図版 27）

　出土状況：床面直上より土師器坏が出土している。土器：３は土師器坏である。いわゆる比企型坏で

内面及び口縁部外面が赤彩されている。

時期　出土遺物や遺構の切り合いから 7 世紀前半 ( 古墳時代後期 ) と推測される。
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【SX01】

遺構（第 45 図）

　重複関係： SI01、SX02 に切られる。平面形：明確に判別しえなかった。遺構南側は調査区外に

広がっていた。また、掘削深度が表土より 0.70m までの調査であり、住宅梁部分のみ 0.90 ｍまで

トレンチ上に掘削を行ったため、部分的な検出しか行えなかった。規模：検出した部分は長さ 3.03 ｍ、

残存幅 1.49 ｍ、確認面からの深さ 0.50m を測る。主軸方位：不明。覆土：暗褐色土を主体に６層に分層

される。

遺物（第 46 図　図版 27）

　出土状況：縄文土器が出土している。土器：４は加曽利Ｂ式の深鉢である。

時期　出土遺物や遺構の切り合い関係から縄文時代後期と推測される。

【SX02】

遺構（第 45 図）

　重複関係： SI03、SX01 を切る。平面形：溝状遺構。掘削深度 0.70 ｍまででは遺構の上端を確認

できるのみであった。検出した部分は長さ 4.95 ｍ、残存幅 1.27 ｍである。

遺物
　出土状況：遺物は出土しなかった。

時期　不明。

【SX03】

遺構（第 45 図）

　重複関係：SI03 を切り、SX02 に切られる。平面形：不整円形を呈する。規模は 0.94 × 1.02m を測る。

掘削深度 0.70 ｍまででは、遺構の上端を確認できるのみであった。

遺物
　出土状況：遺物は出土しなかった。

時期　不明。

17．西ヶ原遺跡群（地点：西ヶ原 2-14-1　第 47・62 － 16 図　図版 28）

〔調査期間〕　令和 3 年 10 月 18 日

〔調査面積〕　14.7 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、対象敷地内に北西―南東方位の試掘坑を 2 本設定し、北側を試掘坑１（1.0 ×

7.4 ｍ）、南側を試掘坑２（1.0 × 7.3 ｍ）と呼称した。いずれも重機により表土掘削を行った。

　試掘坑１では、地表下 0.30 ～ 0.40 ｍ程で立川ローム第Ⅱ層から第Ⅲ層相当の地山を、南東側で溝跡

を検出した。試掘抗 2 では地表下 0.30 ～ 0.40 ｍ程で遺構覆土が検出され、確認した範囲全面が遺構

覆土であった。３基の遺構が重複する。試掘坑の記録後、重機により埋め戻しを行い、機材を撤収し調査

を終了した。

　現地表面から遺構検出面までは盛土ないしは攪乱層である。試掘抗１で現地表下 0.30 ～ 0.40m で立川

ローム層第Ⅱ層から第Ⅲ層相当の地山が確認された。試掘の結果をうけて、本発掘調査を実施した。

検出遺構　溝跡 1 条、竪穴状遺構２基。

出土遺物　土師器。
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18．十条台遺跡群（地点：王子本町 1-21-4・6　第 48・63 － 17 図　図版 29）

〔調査期間〕　令和３年 10 月 20 日

〔調査面積〕　21.5 ㎡

〔調査概要〕　重機・機材の搬入後、対象敷地内に北東－南西方向の試掘坑を２箇所設定した。西側を

試掘坑 1（1.0 × 11.5 ｍ）、東側を試掘坑２（1.0 × 10.0 ｍ）と呼称した。試掘坑 1 の西側から重機によ

る掘削を開始した。現況地表面から 1.30m 程で、黒褐色土を検出した。一部断ち割ってみたが、約 2.10m

までやや黒味を増すが、同様の土層が続いていた。この黒褐色土に遺物は含まれていない。黒褐色土を

確認面として、精査したが、遺構・遺物は検出されなかった。試掘坑 2 においても、1.30m 程で黒褐色

土を検出した。黒褐色土を確認面として、精査したが、遺構・遺物は検出されなかった。試掘坑１・２の

記録を作成し、重機による埋め戻しを行った。重機・機材を搬出し、調査を終了した。

　現況地表面から 1.30m まで攪乱層、それより下は、自然堆積とみられる黒褐色土層（締まりやや弱い、

粘性やや強い）である。黒褐色土層は、現況地表面下 1.70m 付近から下層は黒味を増す。

19．赤羽台遺跡（地点：赤羽台 4-19-4　第 49・63 － 18 図　図版 30）

〔調査期間〕　令和 3 年 10 月 26 日

〔調査面積〕　5.8 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、開発対象敷地の南側に北―南方位の試掘坑を 2 本設定し、東側を試掘坑１（1.0

× 2.5 ｍ）、西側を試掘坑２（1.0 × 3.3 ｍ）と呼称した。いずれも重機により表土掘削を行った。なお、

対象敷地の北側については、既存の工事によるハードローム層までの削平が確認されたため、調査対象か

ら除外した。試掘坑の掘削は重機により行い、人力による遺構検出面の精査を実施した。試掘坑の記録後、

重機により埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を終了した。

　現地表面から遺構検出面までは攪乱層である。試掘抗１で現地表下 0.14 ～ 0.28m で、試掘坑 2 で現

地表下 0.05 ～ 0.27m で立川ローム層第Ⅳ層相当のハードロームの地山が確認された。

20．田端不動坂遺跡（地点：田端 1-19　第 50・63 － 19 図　図版 31）

〔調査期間〕　令和 3 年 11 月 9 日

〔調査面積〕　4.4 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、建設予定地内の掘削深度が最も深い箇所に東西方向に試掘坑（2.8m × 0.6 ｍ）

を設定して重機により表土掘削を行った。建築設計深度 0.70 ｍまで掘削を行うが、耕作土途中で遺構

確認面を検出できなかった。遺構確認面の深さを確認するために、試掘坑の東側 1.0 × 0.6 ｍを人力にて

掘削した。1.10 ｍ程掘り下げ地山（ソフトローム）を確認した。遺構は検出されなかった。 試掘坑の記録後、

重機により埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を終了した。

　現地表下 1.10m までが 攪乱及び耕作土で、地山はソフトローム層 ( 立川ローム層第Ⅲ層 ) である。

21．袋低地遺跡（地点：赤羽北 1-12-7　第 51 ～ 53・63 － 20 図　図版 32 ～ 34　表１）

〔調査期間〕　令和 3 年 11 月 24 日～ 30 日

〔調査面積〕　44.9 ㎡

〔調査概要〕　本調査は事前に実施した事業主負担による試掘調査の結果により、遺構確認面が深いこと

が確認されたため、工事によって遺構が保全できない部分のみの調査とした。その結果、調査面積が約

45 ㎡となり、調査における安全性確保の都合上、調査深度も制限せざるをえなかったため、確認調査に

留めた。機材搬入後、対象敷地内の南側に南北 8.0 ｍ、東西 6.0 ｍの調査区を設定した。重機により表土

を掘削し、地表下 1.00 ｍ程で純貝層及び混土貝層を確認した。貝層はハマグリ・カキを主体とするが、
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ブロック状にヤマトシジミ・ハマグリ・破砕したカキが認められた。また、調査区の北端部分は破砕貝層

を主体としているようである。ヤマトシジミを主体とする層はおそらくハマグリ・カキを主体とする層

の上面に堆積したと思われる。また混土貝層を精査したところ、縄文後期末の土器及び獣骨が出土した。

土器はいずれも安行Ⅰ～Ⅱ式土器の粗製土器であろう。

　貝層の堆積状況を確認するため、調査区東側を 5.6 × 2.5 ｍの範囲でさらに深掘りを行った。建物設計

深度の地表下 2.00 ｍまで掘り下げた結果、地表下 1.30 ～ 1.50 ｍで部分的にシルト層を挟み、ハマグリ・

カキを主体とする貝層が認められた。

　断面図作成及び写真撮影後、北端部と南端部をさらに深掘りした結果、貝層の下端及びその下に黒色

粘土層の堆積を確認した。貝層の堆積厚は最大で 1.50 ｍであった。貝層下端は若干であるが、南側から

北側に向かい傾斜している。黒褐色粘土層はピンポールを刺して確認した結果、さらに 1.00 ｍ以上の

堆積が認められた。

　貝層中にサンプルを取ったのち、重機で埋め戻しを行い調査を終了した。

検出遺構　貝層。

出土遺物　土器、獣骨。

22．志茂遺跡（地点：志茂 3-39　第 54・63 － 21 図　図版 35）

〔調査期間〕　令和 3 年 12 月 2 日

〔調査面積〕　11.1 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、建設予定地内の掘削深度が最も深い梁部分に試掘坑を６本設定して重機により

表土掘削を行った。

　試掘坑 1（0.5 × 3.5 ｍ）は現地表下 0.70m まで掘削を行うが攪乱されており、地山および遺構は確認

されなかった。 試掘坑 2(0.5 × 3.5 ｍ ) は現地表下 0.50m まで掘削を行うが攪乱されており、地山およ

び遺構は確認されなかった。試掘坑 3(0.5 × 4.5 ｍ ) は現地表下 0.30m で地山（シルト）を検出し、遺構

は検出されなかった。試掘坑 4（0.5 × 2.5 ｍ）は現地表下 0.30 ～ 0.40m で地山（シルト）を検出し、

遺構は検出されなかった。試掘坑 5（0.5 × 4.1 ｍ）は現地表下 0.30m で地山（シルト）を検出し、遺構

は検出されなかった。試掘坑 6（0.5 × 4.1 ｍ）は現地表下 0.30m で地山 ( シルト ) を検出し、性格不明

遺構を１基検出したが、調査区外の道路方向に広がっていた。遺構は検出されなかった。

　試掘坑の記録後、重機により埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を終了した。

　建築範囲①は現地表下 0.70m まで掘り下げても攪乱されており、地山は検出できなかった。建築範囲

②及び④は現地表下 0.30 ～ 0.40m までが 攪乱及び耕作土で、地山はシルトであった。

検出遺構　性格不明遺構 1 基。

23．西ヶ原遺跡群（地点：西ヶ原 1-29　第 55・63 － 22 図　図版 36）

〔調査期間〕　令和３年 12 月 13 日

〔調査面積〕　24.4 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、建設予定地内に北東から南西方向に試掘坑 1（1.0 × 13.6 ｍ）、試掘坑 2

（1.0 × 10.8 ｍ）を設定して重機により表土掘削を行った。 試掘坑１の南西端部では掘削深度 0.30 ｍで

耕作土を検出、掘削深度 0.70 ｍでソフトロームの地山が確認された。また、北東端部ではハードローム

層の地山を検出した。その他の範囲では掘削深度 1.00 ｍまで掘削をしたが、既存建物等による攪乱を受け、

地山は検出できなかった。残存した地山からは遺構は検出されなかった。 試掘坑の記録後、重機により

埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を終了した。

　現地表下 1.10m までが 攪乱及び耕作土であった。地山は試掘坑 1 の南西側でソフトローム ( 立川

ローム層第Ⅲ層 )、北東側でハードローム（立川ローム層第Ⅳ層）であった。



24．中里峽上遺跡（地点：西ヶ原 1-16-16　第 56・63 － 23 図　図版 37）

〔調査期間〕　令和 4 年 1 月５日

〔調査面積〕　9.6 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、西方向に試掘抗（1.0 × 9.6 ｍ）を設定し、重機により表土掘削を行った。

　現地表下 0.60 ～ 0.70 ｍ程まで掘り下げ、地山であるソフトロームを検出した。試掘坑から遺構、遺物

は検出されず、根痕と思われる攪乱が散見されるのみであった。試掘坑の記録後、重機により埋め戻しを

行い、機材を撤収し調査を終了した。

　現地表下 0.60 ～ 0.70 ｍ程まで攪乱層で、地山はソフトローム層（立川ローム層第Ⅲ層）である。

25．中里峽上遺跡（地点：西ヶ原 1-16　第 57・63 － 24 図　図版 38）

〔調査期間〕　令和 4 年２月 1 日

〔調査面積〕　9.4 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、南北方向に試掘抗（1.0 × 9.4 ｍ）を設定し、重機により表土掘削を行った。

現地表下 0.70 ～ 0.80 ｍ程まで掘り下げ、ソフトローム層の地山を検出した。試掘坑内では遺構は確認

されず、遺物も出土しなかった。

　試掘坑の記録後、重機により埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を終了した。

　現地表から確認面までが攪乱層で、地山はソフトローム層（立川ローム 第Ⅲ層）である。

26．中里遺跡（地点：上中里 2-8　第 58・61 － 25 図　図版 39）

〔調査期間〕　令和 4 年２月 9 日

〔調査面積〕　15.7 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、東西方向に試掘抗（1.0 × 15.7 ｍ）を設定し、重機により表土掘削を行った。

　現地表面下 0.60 ～ 0.90 ｍ程まで掘り下げ、貝層面を検出した。試掘坑内で遺構は確認されず、遺物

も出土しなかった。

　試掘坑の記録後、汚水管付設に伴い最も深く掘削される道路側に深掘区を設けて、貝層の堆積状況を

確認した。深掘区を記録後、重機により埋め戻しを行い、機材を撤収し調査を終了した。

　現地表面から貝層面までが攪乱層である。深掘区で貝層の堆積を確認したところ、灰褐色混土貝層が

堆積しており、貝の包含状況が上層に多く、下層に少ないことが観察されたことから、上下に分層した。

27．中里峽上遺跡（地点：西ヶ原 1-21-9　第 59・63 － 26 図　図版 40）

〔調査期間〕　令和 4 年２月 28 日

〔調査面積〕　33.0 ㎡

〔調査概要〕　機材搬入後、対象敷地内に北―南方位の試掘坑を 2 本設定し、東側を試掘坑１（1.0 ×

16.7 ｍ）、西側を試掘坑２（1.0 × 16.3 ｍ）と呼称した。いずれも重機により表土掘削を行った。

　地表下 0.40 ｍ程で立川ローム層第Ⅲ層相当の地山を確認し、精査の結果、竪穴住居跡４軒を含む６基

の遺構を検出した。各遺構は試掘坑全体に分布していた。試掘坑の記録後、重機により埋め戻しを行い、

機材を撤収し調査を終了した。

　現地表面から遺構検出面までは盛土ないしは攪乱層で、以下、ソフトローム層（立川ローム第Ⅲ層）を

検出した。試掘調査の結果をうけて、令和４年度に本発掘調査を実施する予定である。

検出遺構　竪穴住居跡４軒、性格不明遺構２基。

出土遺物　土師器。
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表土
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SI01
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 強い やや弱い  焼土（φ１～ 10 ㎜）・

粘土（φ１～ 10 ㎜）を
中量，ローム（φ１～
10 ㎜）を少量含む。

2 暗褐色 (10YR3/4) 強い やや弱い  粘土（φ１～５㎜）を
微量，ローム（φ１～５
㎜）を微量含む。

3 灰黄褐色 (10YR4/2) 強い やや弱い  粘土（φ１～ 20 ㎜）を
中量含む。

4 黒褐色 (10YR3/2) 強い やや弱い  ローム（φ１～５㎜）
を微量含む。調

査
区
外
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SI01 カマド
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 強い やや弱い 焼土（φ１～ 10 ㎜）・粘土（φ１～

10 ㎜）を中量，ローム（φ１～ 10 ㎜）
を少量含む。

2 にぶい赤褐色 (2.5YR4/4) 強い 弱い 焼土（φ１～ 10 ㎜）を多量，粘土（φ
１～５㎜）を微量含む。

3 褐灰色 (10YR5/1) 非常に強い 弱い 粘土（φ１～ 10 ㎜）を極多量含む。
4 褐灰色 (10YR4/1) 強い やや弱い 粘土（φ１～ 10 ㎜）を多量，焼土（φ

１～５㎜）を微量含む。
5 褐灰色 (10YR4/1) 強い やや弱い 粘土（φ１～ 15 ㎜）・焼土（φ１～

５㎜）を多量含む。
6 赤褐色 (2.5YR4/6) やや弱い 弱い 焼土（φ１～５㎜）を極多量含む。
7 赤灰色 (2.5YR6/1) やや弱い 弱い 焼土（φ１～３㎜）を多量含む。
8 にぶい赤褐色 (2.5YR4/3) 強い 弱い 焼土（φ１～ 10 ㎜）を極多量含む。
9 にぶい赤褐色 (2.5YR5/3) やや強い 弱い 焼土（φ１～ 10 ㎜）を多量含む。
10 灰黄褐色 (10YR5/2) 非常に強い 弱い 粘土（φ１～ 10 ㎜）を極多量含む。
11 灰黄褐色 (10YR4/2) 強い やや弱い 粘土（φ１～ 10 ㎜）を中量含む。
12 褐灰色 (10YR5/1) 強い やや弱い 粘土（φ１～ 10 ㎜）・焼土（φ１～

10 ㎜）を多量含む。
13 褐灰色 (10YR6/1) 強い やや弱い 粘土（φ１～ 10 ㎜）を極多量含む。
14 暗褐色 (10YR3/3) 強い やや弱い 粘土（φ１～５㎜）を微量含む。
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第３図　中里 3-23-9 地点　SI01 カマド平断面図・遺物出土図

第２図　中里 3-23-9 地点　SI01 平断面図
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SI02
 土色 締り 粘性 混入物・備考

1 黒褐色 (10YR3/1) やや強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を微量含む。

2 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 強い 弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を極多量含む。

3 黒褐色 (10YR2/3) やや強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）・焼土（φ１～３㎜）を微量含む。

4 暗褐色 (10YR3/3) 強い やや弱い 焼土（φ１～３㎜）を中量，ローム（φ１～５㎜）を微量含む。

5 暗褐色 (10YR3/3) 強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を少量，焼土（φ１～３㎜）を微量含む。

6 暗褐色 (10YR3/4) 強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を中量含む。

7 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 強い やや弱い 焼土（φ１～ 10 ㎜）を多量含む。

8 暗褐色 (10YR3/3) 強い やや弱い 焼土（φ１～５㎜）を少量，ローム（φ１～３㎜）を微量含む。

9 暗褐色 (10YR3/4) 強い やや弱い 焼土（φ１～３㎜）・ローム（φ１～５㎜）を微量含む。
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第４図　中里 3-23-9 地点　SI02 平断面図・遺物出土図
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SI02 カマド
 土色 締り 粘性 混入物・備考 
1 暗褐色 (10YR3/3) 非常に強い やや弱い 粘土（φ１～ 10 ㎜）を中量含む。
2 褐灰色 (10YR5/1) 非常に強い やや弱い 粘土（φ１～５㎜）を多量含む。
3 暗赤褐色 (2.5YR3/6) 強い やや弱い 焼土（φ１～ 10 ㎜）を極多量，粘土（φ１～５㎜）を微量含む。
4 暗褐色 (10YR3/4) 強い やや弱い 粘土（φ１～ 10 ㎜）を中量含む。
5 暗褐色 (10YR3/3) 非常に強い やや弱い 粘土（φ１～ 10 ㎜）を少量含む。
6 灰黄褐色 (10YR4/2) 非常に強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を極多量含む。
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第５図　中里 3-23-9 地点　SI02 カマド平断面図
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SI03
 土色 締り 粘性 混入物・備考 
1 暗褐色 (10YR3/4) 強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を少量含む。
2 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 非常に強い 弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を多量，粘土（φ１～３㎜）・焼土（φ１～３㎜）を微量含む。
3 褐灰色 (10YR6/1) 非常に強い 弱い 粘土（φ１～ 10 ㎜）を極多量，焼土（φ１～３㎜）を微量含む。
4 黒褐色 (10YR2/3) 強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を少量含む。
5 暗褐色 (10YR3/3) 強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を中量含む。
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SX01
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1　にぶい黄褐色 (10YR4/3) 強い やや弱い ローム（φ５～ 30 ㎜）を多量含む。
2　暗褐色 (10YR3/3) 強い やや弱い ローム（φ１～ 20 ㎜）を中量含む。
3　黒褐色 (10YR3/2) やや強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を微量含む。
4　暗褐色 (10YR3/3) やや強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を少量含む。
5　暗褐色 (10YR3/4) 強い やや弱い ローム（φ３～ 15 ㎜）を多量含む。
6　暗褐色 (10YR3/3) 強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を少量含む。
7　暗褐色 (10YR3/4) 強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を中量含む。
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第７図　中里 3-23-9 地点　SX01 平断面図

第６図　中里 3-23-9 地点　SI03 平断面図
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P5
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1　暗褐色 (10YR3/3) 非常に強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を微量含む。
2　暗褐色 (10YR3/4) 非常に強い やや弱い ローム（φ１～ 15 ㎜）を少量含む。
3　暗褐色 (10YR3/4) 非常に強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を少量含む。

P4
 土色 締り 粘性 混入物・備考 
1　暗褐色 (10YR3/4) 非常に強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を少量含む。
2　にぶい黄褐色 (10YR4/3) 非常に強い やや弱い ローム（φ１～ 20 ㎜）を中量含む。
3　暗褐色 (10YR3/4) 非常に強い やや弱い ローム（φ１～ 15 ㎜）を中量含む。

P1
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1　黒褐色 (10YR2/3) 強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を微量含む。
2　黒褐色 (10YR3/2) 強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を微量含む。
3　にぶい黄褐色 (10YR4/3) 強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を中量含む。
4　褐色 (10YR4/4) 強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を極多量含む。

P3
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1　黒褐色 (10YR3/2) 強い やや弱い ローム（φ１～３㎜）を微量含む。
2　暗褐色 (10YR3/3) 強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を微量含む。
3　にぶい黄褐色 (10YR4/3) 強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を少量含む。

P6
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1　暗褐色 (10YR3/3) 強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を微量含む。
2　にぶい黄褐色 (10YR4/3) 強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を少量含む。

P2
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1 暗褐色 (10YR3/3) 強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を少量，焼土（φ１～５㎜）を微量含む。
2 暗赤褐色 (2.5YR3/3) 強い やや弱い 焼土（φ１～５㎜）を中量，ローム（φ１～５㎜）を微量含む。
3 暗褐色 (10YR3/4) 強い やや弱い ローム（φ１～ 30 ㎜）を中量含む。
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第８図　中里 3-23-9 地点　P1 ～ P6 平断面図
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P7
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1　にぶい黄褐色 (10YR4/3) 強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を中量含む。
2　黒褐色 (10YR2/3) 強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を微量含む。
3　暗褐色 (10YR3/4) 強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を少量含む。
4　にぶい黄褐色 (10YR4/3) 強い やや弱い 焼土（φ１～５㎜）を少量，ローム（φ１～５㎜）を微量含む。
5　暗褐色 (10YR3/3) 強い やや弱い 焼土（φ１～５㎜）を中量，ローム（φ１～５㎜）を微量含む。
6　にぶい黄褐色 (10YR4/3) 強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を少量，焼土（φ１～５㎜）を微量含む。
7　灰黄褐色 (10YR4/2) 強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を中量，焼土（φ１～３㎜）を微量含む。

P8
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1　黒褐色 (10YR2/3) 強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を微量含む。
2　暗褐色 (10YR3/4) 強い やや弱い ローム（φ１～ 20 ㎜）を少量含む。

P9
 土色 締り 粘性 混入物・備考 
1　暗褐色 (10YR3/3) やや強い やや弱い ローム（φ１～３㎜）を微量含む。
2　暗褐色 (10YR3/4) やや強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を少量含む。
3　にぶい黄褐色 (10YR4/3) 強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を中量含む。
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第９図　中里 3-23-9 地点　P7 ～ P9 平断面図
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SI01 完掘（南から）調査区全景（南から）

SI01 カマド 遺物出土状況SI01 カマド完掘（南から）

SI02 完掘（北部・南から）SI02 完掘（南部・南から）

SX01 完掘（北から）SI03 完掘（南から）

図版１　中里 3-23-9 地点
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第 11 図　志茂 4-20 地点　調査区全体図
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第 12 図　志茂 4-20 地点　SX01 平断面図
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SX01
 土色 締り 粘性 混入物・備考
Ⅰa 褐灰色土 (10YR4/1)　 非常に強い　 やや弱い　 炭化物（φ５～ 10 ㎜）を微量含む。
Ⅰb 灰黄褐色土 (10YR5/2)　 非常に強い　 やや弱い　 炭化物（φ５～ 10 ㎜）を微量含む。
 1　 黒褐色土 (10YR3/2)  強い  やや弱い  シルト（φ５～ 10 ㎜）を少量含む。
 2　 黒褐色土 (10YR3/1)  強い  やや弱い　  シルト（φ５～ 10 ㎜）を微量含む。
 3　 黒褐色土 (10YR3/2)  強い  やや弱い　  シルト（φ５～ 10 ㎜）を微量、ローム（φ１～３㎜）を微量含む。
 4　 にぶい黄褐色土 (10YR5/4)   非常に強い やや弱い           ローム（φ１～ 10 ㎜）を極多量含む。
 5　 灰黄褐色土 (10YR4/2)  強い  やや弱い  ローム（φ１～ 10 ㎜）を微量、シルト（φ５～ 10 ㎜）を少量含む。
 6　 黒褐色土 (10YR3/2)  強い  やや弱い  ローム（φ５～ 10 ㎜）を少量、シルト（φ１～５㎜）を微量含む。
 7　 灰黄褐色土 (10YR4/2)  強い  やや弱い  ローム（φ１～ 10 ㎜）を少量、シルト（φ５～ 10 ㎜）を中量含む。
 8　 にぶい黄褐色土 (10YR5/4)   非常に強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を極多量含む。
 9　 黒褐色土 (10YR3/2)　　 強い やや弱い　　 ローム（φ５～ 10 ㎜）を少量、シルト（φ１～５㎜）を微量含む。
 10   灰黄褐色土 (10YR4/2)　 強い  やや弱い　 ローム（φ10 ～ 20 ㎜）を多量、シルト（φ１～５㎜）を少量含む。
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SX02
 土色 締り 粘性 混入物・備考
Ⅰa 褐灰色土 (10YR4/1)　 非常に強い　 やや弱い　 炭化物（φ５～ 10 ㎜）を微量含む。
Ⅰb 灰黄褐色土 (10YR5/2)　 非常に強い　 やや弱い　 炭化物（φ５～ 10 ㎜）を微量含む。
 1 黒褐色土 (10YR2/2)　 強い　 やや弱い　 ローム（φ１～５㎜）を微量、シルト（φ１～ 10 ㎜）を微量含む。
 2  黒褐色土 (10YR2/3)　 強い やや弱い　 ローム（φ１～ 10 ㎜）を少量、シルト（φ１～ 10 ㎜）を少量含む。
 3   灰黄褐色土 (10YR5/2)　 強い　 やや弱い　 ローム（φ１～ 10 ㎜）を中量、シルト（φ１～ 10 ㎜）を少量含む。
 4  褐色土 (10YR4/6)　 強い　 やや弱い　 ローム（φ１～ 10 ㎜）を中量、シルト（φ１～ 10 ㎜）を少量含む。
 5  灰黄褐色土 (10YR6/2)　 強い　 やや弱い　 ローム（φ１～ 10 ㎜）を中量、シルト（φ１～ 10 ㎜）を多量含む。
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第 13 図　志茂 4-20 地点　SX02 平断面図
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1 1

SE01
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1  灰黄褐色土 (10YR4/2)　 非常に強い　 やや弱い　 ローム（φ３～５㎜）を極多量含む。

SE02
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1 　灰黄褐色土 (10YR5/2)            やや強い　       弱い 　　　  砂（φ１㎜）を極多量、炭化物（φ１～５㎜）を微量含む。
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第 15 図　志茂 4-20 地点　P1 ～ P3 平断面図

第 14 図　志茂 4-20 地点　SE01・SE02 平断面図

1 11

2 3

P2
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1　 黒褐色土 (10YR3/2)　　　 強い　　　 やや弱い　　 ローム（φ１～５㎜）を少量含む。
2　 灰黄褐色土 (10YR5/2)　　 強い　　　 やや弱い　　 ローム（φ１～ 10 ㎜）を中量、シルト（φ１～ 10 ㎜）

を少量含む。
3　 灰黄褐色土 (10YR6/2)　　 強い　　　 やや弱い　　 ローム（φ１～ 10 ㎜）を中量、シルト（φ１～ 10 ㎜）

を中量含む。

P1
 土色 締り 粘性 混入物・備考 
1 黒褐色土 (10YR3/2)  非常に強い  やや弱い  シルト（φ５～ 10 ㎜）を少量含む。 

P3
 土色 締り 粘性 混入物・備考 
1 黒褐色土 (10YR3/2)  非常に強い  やや弱い  シルト（φ５～ 10 ㎜）を少量含む。 
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第 16 図　志茂 4-20 地点　出土遺物実測図
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図版 3　志茂 4-20 地点（１）

調査区全景（南から）

SE01 完掘（南から）SX02 完掘（北から）

SX01 土層堆積状況（南から）SX01 完掘（西から）
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図版 5　志茂 4-20 地点　出土遺物

P1 完掘（北から）SE02 完掘（北から）

P3 完掘（東から）P2 完掘（北から）
図版 4　志茂 4-20 地点（２）
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第 17 図　西ヶ原 2-14-1 地点　調査区全体図
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SI01
 土色 　 締り 　粘性 　混入物・備考
1　 黒色土（10YR2/1） 　 やや強い 　やや弱い 　ローム（φ１～３㎜）を微量含む。
2　 暗褐色土（10YR3/3） 　 強い 　やや弱い 　ローム（φ１～ 10 ㎜）を微量含む。
3　 黒褐色土（10YR3/2） 　 強い 　やや弱い 　ローム（φ１～ 10 ㎜）を少量含む。
4　 黒褐色土（10YR2/3） 　 強い 　やや弱い 　ローム（φ１～ 10 ㎜）を微量含む。
5　 暗褐色土（10YR3/3） 　 強い 　やや弱い 　ローム（φ１～ 10 ㎜）を中量含む。
6　 にぶい黄褐色土（10YR4/3）　強い    やや弱い    ローム（φ１～ 10 ㎜）を多量含む。
7　 黒褐色土（10YR2/2） 　 強い 　やや弱い 　ローム（φ１～ 10 ㎜）を微量含む。 
8　 黒褐色土（10YR3/2） 　 強い 　やや弱い 　ローム（φ１～ 10 ㎜）を少量含む。
9　 黒褐色土（10YR2/3） 　 強い 　やや弱い 　ローム（φ１～３㎜）を微量含む。
10　黒褐色土（10YR3/2） 　 強い 　やや弱い 　ローム（φ１～ 10 ㎜）を中量含む。
11　暗褐色土（10YR3/3） 　 強い 　やや弱い 　ローム（φ１～ 10 ㎜）を微量含む。
12　暗褐色土（10YR3/4） 　 やや強い 　やや弱い 　ローム（φ１～ 10 ㎜）を中量含む。
13　黒褐色土（10YR3/2） 　 やや強い 　やや弱い 　ローム（φ１～５㎜）を微量含む。
14　暗褐色土（10YR3/4） 　 非常に強い 　やや弱い 　ローム（φ１～ 10 ㎜）を中量含む。
15　暗褐色土（10YR3/3） 　 やや強い 　やや弱い 　ローム（φ１～５㎜）を微量含む。
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第 18 図　西ヶ原 2-14-1 地点　SI01 平断面図
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SI1-P2
 土色 締り 粘性 混入物・備考 
1　 暗褐色土（10YR3/4） やや強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を少量含む。

SI01-P1
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1 黒褐色土（10YR2/2） やや強い やや弱い ローム（φ１～３㎜）を微量含む。
2 にぶい黄褐色土（10YR4/3）強い　　　    やや弱い  　     ローム（φ１～３㎜）を中量含む。

SI1-P6
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1 暗褐色土（10YR3/4） やや強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を中量含む。

SI1-P5
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1 暗褐色土（10YR3/4） やや強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を少量含む。

SI1-P4
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1 暗褐色土（10YR3/4） 強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を微量含む。

SI1-P3
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1　 黒褐色土（10YR2/3） 強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を少量含む。
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第 19 図　西ヶ原 2-14-1 地点　SI01 ピット断面図
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SI02
 土色 　締り 　粘性 　混入物・備考
1 黒褐色土（10YR2/3） 　 強い 　 やや弱い 　 ローム（φ１～３㎜）を微量含む。
2 黒褐色土（10YR2/3） 　  強い 　  やや弱い 　  ローム（φ１～ 15 ㎜）を中量、焼土（φ

１～３㎜）を微量含む。
3 暗褐色土（10YR3/3）      強い 　 やや弱い  　ローム（φ１～３㎜）を微量含む。
4 黒褐色土（10YR2/3）      強い  　やや弱い  　ローム（φ１～３㎜）を微量含む。
5 暗褐色土（10YR3/3）      やや強い 　 やや弱い  　ローム（φ１～５㎜）を微量含む。
6 暗褐色土（10YR3/4）      強い 　 やや弱い  　ローム（φ１～５㎜）を少量含む。
7 にぶい黄褐色土（10YR4/3）    やや強い 　やや弱い 　ローム（φ１～ 10 ㎜）を中量含む。

SI02 炉
 土色 　締り 　粘性 　混入物・備考　
1　 極暗赤褐色土（2.5YR2/3）　   やや強い 　やや弱い 　焼土（φ１～５㎜）を中量含む。
2　 暗褐色土（10YR3/4）　　　    やや強い 　やや弱い 　焼土（φ１～５㎜）を微量含む。
3　 にぶい黄褐色土（10YR4/3）　強い 　やや弱い 　ローム（φ１～３㎜）を中量含む。
4　 明赤褐色土（2.5YR5/8） 　 非常に強い 　 弱い 　 焼土（φ１～ 10 ㎜）を極多量含む。
5　 暗赤褐色土（2.5YR3/6） 　　    非常に強い 　 弱い 　 焼土（φ１～ 10 ㎜）を多量、ローム（φ

１～ 10 ㎜）を多量含む。
6　 にぶい黄褐色土（10YR4/3）　非常に強い 　やや弱い 　ローム（φ１～ 10 ㎜）を多量含む。
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第 20 図　西ヶ原 2-14-1 地点　SI02 平断面図
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SD01
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1 黒色土（10YR2/1） やや強い　 やや弱い ローム（φ１～５㎜）を微量、焼土（φ１～３㎜）を微量含む。
2 黒褐色土（10YR2/2） 強い やや弱い ローム（φ１～３㎜）を微量含む。
3 黒褐色土（10YR2/3） 強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を少量含む。
4 黒褐色土（10YR2/3） 強い やや弱い ローム（φ１～３㎜）を少量、焼土（φ１～３㎜）を微量含む。
5 黒褐色土（10YR3/2） 強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を中量含む。
6 褐色土（10YR4/4） 強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を多量含む。
7 暗褐色土（10YR3/4） 強い やや弱い ローム（φ１～３㎜）を中量含む。
8 黒褐色土（10YR2/3） 非常に強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を多量含む。
9 褐色土（10YR4/6） 非常に強い 弱い ローム（φ１～ 20 ㎜）を極多量含む。
10 黒褐色土（10YR3/2） 強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を少量含む。
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第 21 図　西ヶ原 2-14-1 地点　SD01 平断面図
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SK01
 土色 　締り 粘性 混入物・備考
1 暗褐色土（10YR3/4）　 　強い　 やや弱い　 ローム（φ１～ 10 ㎜）を少量含む。
2 にぶい黄褐色土（10YR4/3）　強い　 やや弱い　 ローム（φ１～ 10 ㎜）を中量含む。
3　 暗褐色土（10YR3/3）　　　　やや強い　 やや弱い　 ローム（φ１～５㎜）を微量含む。
4　 褐色土（10YR4/4）　　　　　強い　 やや弱い　 ローム（φ１～ 10 ㎜）を多量含む。
5　 暗褐色土（10YR3/4）　　　　やや強い　 やや弱い　 ローム（φ１～５㎜）を微量含む。

SK02
 土色 　締り 粘性 混入物・備考
1 暗褐色土（10YR3/3）　　　　強い やや弱い ローム（φ１～３㎜）を微量含む。
2 暗褐色土（10YR3/4）　　　　強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を少量含む。
3 暗褐色土（10YR3/3）　　　　やや強い　 やや弱い ローム（φ１～３㎜）を微量含む。
4　 にぶい黄褐色土（10YR4/3）　強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を中量含む。
5　 褐色土（10YR4/4）　　　　　強い やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を多量含む。
6　 暗褐色土（10YR3/4）　　　　強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を少量含む。

P1
 土色 　締り 粘性 混入物・備考
1　 暗褐色土（10YR3/4）　　　　強い やや弱い ローム（φ１～３㎜）を少量含む。
2　 にぶい黄褐色土（10YR4/3）　強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を中量含む。

P2
 土色 　締り 粘性 混入物・備考
1 暗褐色土（10YR3/3）　　　　強い やや弱い ローム（φ１～３㎜）を微量含む。
2 暗褐色土（10YR3/4）　　　　強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を少量含む。

P3
 土色 　締り 粘性 混入物・備考
1　 黒褐色土（10YR2/3）　　　　強い　 やや弱い ローム（φ１～５㎜）を微量含む。
2　 暗褐色土（10YR3/4）　　　　強い　 やや弱い ローム（φ１～３㎜）を少量含む。

P4
 土色 　締り 粘性 混入物・備考
1 暗褐色土（10YR3/3）　　　　強い やや弱い ローム（φ１～３㎜）を微量含む。
2 にぶい黄褐色土（10YR4/3）　強い やや弱い ローム（φ１～５㎜）を中量含む。
3 褐色土（10YR4/4）　　　　　非常に強い 弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を極多量含む。
4 暗褐色土（10YR3/4）　　　　強い　 やや弱い ローム（φ１～３㎜）を微量含む。
5 褐色土（10YR4/4）　　　　　強い　 やや弱い ローム（φ１～ 10 ㎜）を多量含む。
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第 22 図　西ヶ原 2-14-1 地点　土坑・ピット平断面図
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第 23 図　調査区隣地遺構合成図
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第 24 図　西ヶ原 2-14-1 地点　出土遺物実測図（１）
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第 25 図　西ヶ原 2-14-1 地点　出土遺物実測図（２）
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図版 6　西ヶ原 2-14-1 地点（１）

調査区全景（北東から）

SI02 完掘２（東から）SI02 完掘１（東から）

SI01 遺物出土状況（南西から）SI01 完掘（東から）
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図版 8　西ヶ原 2-14-1 地点　出土遺物（１）

図版 7　西ヶ原 2-14-1 地点（２）

SD01 完掘（西から）SI02 炉（東から）

SK02・P02 完掘（東から）SK01・P3 完掘（東から）
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図版 9　西ヶ原 2-14-1 地点　出土遺物（２）
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第 26 図　王子本町 2-8-16 地点　調査平面図

図版 10　王子本町 2-8-16 地点
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第 27 図　中十条 3-17 地点　調査平面図

試掘坑全景（西から）試掘坑設定状況（西から）

試掘坑東部土層堆積状況（南から）試掘坑西部土層堆積状況（南から）

図版 11　中十条 3-17 地点
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第 28 図　中里 3-23-9 地点　調査平面図

試掘坑１全景（西から） 試掘坑２全景（西から）

図版 12　中里 3-23-9 地点
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第 29 図　西ヶ原 3-24-7 地点　調査平面図
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図版 13　西ヶ原 3-24-7 地点

試掘坑３全景（南から）

試掘坑２全景（南から）

試掘坑１全景（東から） 
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図版 14　上中里 2-8-17・18 地点
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第 30 図　上中里 2-8-17・18 地点　調査平断面図

試掘坑２全景（東から）試掘坑１全景（東から）
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図版 15　上中里 1-25 地点

第 31 図　上中里 1-25 地点　調査平面図
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図版 16　中十条 4-12 地点
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第 32 図　中十条 4-12 地点　調査平面図

試掘坑全景（南西から）



－ 52 －

攪乱

攪乱

攪乱

攪乱

攪乱

攪乱

試掘坑 試掘坑

22.745

21.910

22.800

22.769
21.989

22.807

22.845

23.130 22.348 23.045

22.068

23.060 23.047

21.950

22.950

22.924
21.965

22.869

23.100
22.423

23.055

22.436

23.167 23.085

23.157

21.988

22.951

22.028

22.830

21.843 22.772

0 5mS=1/100

試掘坑設定状況（北東から）

試掘坑全景（北東から）

試掘坑土層堆積状況（南東から）

図版 17　西ヶ原 1-25 地点第 33 図　西ヶ原 1-25 地点　調査平面図
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図版 18　志茂 3-29-12 地点
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第 34 図　志茂 3-39-12 地点　調査平面図
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図版 19　西ヶ原 3-12-23 地点

試掘坑１全景（南西から） 試掘坑２全景（南西から）

第 35 図　西ヶ原 3-12-23 地点　調査平面図
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第 36 図　中十条 2-6-12 地点　調査平面図

試掘坑全景（北から）

試掘坑土層堆積状況（西から）

復旧状況（北から）

図版 20　中十条 2-6-12 地点
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図版 21　田端 3-23-9 地点

第 37 図　田端 3-23-9 地点　調査平面図
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第 38 図　志茂 4-20 地点　調査平面図

図版 22　志茂 4-20 地点

溝検出状況１（南から）

溝検出状況２（南から）試掘坑全景（北から）
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図版 23　西ヶ原 3-33 地点
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試掘坑２土層堆積状況（東から）試掘坑１全景（西から）

第 39 図　西ヶ原 3-33 地点　調査平面図
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図版 24　田端 6-10-6 地点
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第 40 図　田端 6-10-6 地点　調査平面図
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 土色 　　締り 粘性 混入物・備考
Ⅰa 暗褐色土（10YR3/4） 　　 強い  やや弱い  ローム（φ１～10mm）を中量含む。 
 1 暗褐色土（10YR3/3） 　　 強い  やや弱い  ローム（φ３～５mm）を少量、焼土（φ１～５mm）を微量含む。
 2 赤褐色土（2.5YR4/8） 　　 強い  弱い  焼土（φ１～５mm）を極多量含む。
 3 にぶい赤褐色土（2.5YR4/3）　    強い 弱い 焼土（φ１～５mm）を中量含む。
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第 42 図　田端 6-10-6 地点　SI01 平断面図

第 41 図　田端 6-10-6 地点　調査区全体図
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Ⅰa 暗褐色土（10YR3/4） 　　 強い  やや弱い  ローム（φ１～10mm）を中量含む。 
 1 暗褐色土（10YR3/3） 　　 強い  やや弱い  ローム（φ３～５mm）を少量、焼土（φ１～５mm）を微量含む。
 2 赤褐色土（2.5YR4/8） 　　 強い  弱い  焼土（φ１～５mm）を極多量含む。
 3 にぶい赤褐色土（2.5YR4/3）　    強い 弱い 焼土（φ１～５mm）を中量含む。
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表土・攪乱

Ⅰa Ⅰb

SI02
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1 灰黄褐色土（10YR6/2）  非常に強い  弱い  粘土（φ１～５mm）を極多量、焼土（φ１～３

mm）を微量含む。 
2 灰黄褐色土（10YR4/2）  強い  やや弱い  粘土（φ１～５mm）を中量含む。
3 赤褐色土（2.5YR4/8）  強い  弱い  焼土（φ１～３mm）を極多量含む。
4 灰黄褐色土（10YR4/2）  強い  やや弱い  粘土（φ１～５mm）を中量、焼土（φ１～３mm）

を中量含む。
5 灰黄褐色土（10YR5/2）  強い  やや弱い  粘土（φ１～５mm）を多量、焼土（φ１～３mm）

を中量含む。
6 暗褐色土（10YR3/4）  やや強い  やや弱い  粘土（φ１～５mm）を微量、焼土（φ１～３mm）

を少量含む。
7 灰黄褐色土（10YR5/2）  非常に強い  やや弱い  粘土（φ１～５mm）を多量、焼土（φ１～３mm）

を微量含む。

SI03
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1 褐色土（10YR4/4）  強い  やや弱い  ローム（φ１～10mm）
                                                                                                                     を多量含む。 
2 暗褐色土（10YR3/4）  強い  やや弱い  ローム（φ１～５mm）
                                                                                                                      を微量含む。

SX01
 土色 　締り 粘性 混入物・備考
Ⅰa 暗褐色土（10YR3/4） 　 強い  やや弱い  ローム（φ１～10mm）を中量含む。
Ⅰb 褐色土（10YR4/4）　　　　　やや強い       やや弱い      　 ローム（φ１～10mm）を多量含む。
 1 暗褐色土（10YR3/4） 　 強い  やや弱い  ローム（φ１～５mm）を少量含む。 
 2 暗褐色土（10YR3/3） 　 強い  やや弱い  ローム（φ１～５mm）を中量含む。
 3 褐色土（10YR4/4） 　 強い  やや弱い  ローム（φ１～10mm）を多量含む。
 4 暗褐色土（10YR3/4） 　 強い  やや弱い  ローム（φ１～20mm）を微量含む。
 5 褐色土（10YR4/6） 　 強い  弱い  焼土（φ１～５mm）を極多量含む。
 6 にぶい黄褐色土（10YR4/3）　非常に強い やや弱い ローム（φ１～10mm）を多量含む。
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第 45 図　田端 6-10-6 地点　SX01、SX02、SX03 平断面図

1
2 表土

3 7
6 54

1 2

表土

1
2 3 34

4
65 5

表土・攪乱

Ⅰa Ⅰb

SI02
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1 灰黄褐色土（10YR6/2）  非常に強い  弱い  粘土（φ１～５mm）を極多量、焼土（φ１～３

mm）を微量含む。 
2 灰黄褐色土（10YR4/2）  強い  やや弱い  粘土（φ１～５mm）を中量含む。
3 赤褐色土（2.5YR4/8）  強い  弱い  焼土（φ１～３mm）を極多量含む。
4 灰黄褐色土（10YR4/2）  強い  やや弱い  粘土（φ１～５mm）を中量、焼土（φ１～３mm）

を中量含む。
5 灰黄褐色土（10YR5/2）  強い  やや弱い  粘土（φ１～５mm）を多量、焼土（φ１～３mm）

を中量含む。
6 暗褐色土（10YR3/4）  やや強い  やや弱い  粘土（φ１～５mm）を微量、焼土（φ１～３mm）

を少量含む。
7 灰黄褐色土（10YR5/2）  非常に強い  やや弱い  粘土（φ１～５mm）を多量、焼土（φ１～３mm）

を微量含む。

SI03
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1 褐色土（10YR4/4）  強い  やや弱い  ローム（φ１～10mm）
                                                                                                                     を多量含む。 
2 暗褐色土（10YR3/4）  強い  やや弱い  ローム（φ１～５mm）
                                                                                                                      を微量含む。

SX01
 土色 　締り 粘性 混入物・備考
Ⅰa 暗褐色土（10YR3/4） 　 強い  やや弱い  ローム（φ１～10mm）を中量含む。
Ⅰb 褐色土（10YR4/4）　　　　　やや強い       やや弱い      　 ローム（φ１～10mm）を多量含む。
 1 暗褐色土（10YR3/4） 　 強い  やや弱い  ローム（φ１～５mm）を少量含む。 
 2 暗褐色土（10YR3/3） 　 強い  やや弱い  ローム（φ１～５mm）を中量含む。
 3 褐色土（10YR4/4） 　 強い  やや弱い  ローム（φ１～10mm）を多量含む。
 4 暗褐色土（10YR3/4） 　 強い  やや弱い  ローム（φ１～20mm）を微量含む。
 5 褐色土（10YR4/6） 　 強い  弱い  焼土（φ１～５mm）を極多量含む。
 6 にぶい黄褐色土（10YR4/3）　非常に強い やや弱い ローム（φ１～10mm）を多量含む。
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第 43 図　田端 6-10-6 地点　SI02 平断面図
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SI02
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1 灰黄褐色土（10YR6/2）  非常に強い  弱い  粘土（φ１～５mm）を極多量、焼土（φ１～３

mm）を微量含む。 
2 灰黄褐色土（10YR4/2）  強い  やや弱い  粘土（φ１～５mm）を中量含む。
3 赤褐色土（2.5YR4/8）  強い  弱い  焼土（φ１～３mm）を極多量含む。
4 灰黄褐色土（10YR4/2）  強い  やや弱い  粘土（φ１～５mm）を中量、焼土（φ１～３mm）

を中量含む。
5 灰黄褐色土（10YR5/2）  強い  やや弱い  粘土（φ１～５mm）を多量、焼土（φ１～３mm）

を中量含む。
6 暗褐色土（10YR3/4）  やや強い  やや弱い  粘土（φ１～５mm）を微量、焼土（φ１～３mm）

を少量含む。
7 灰黄褐色土（10YR5/2）  非常に強い  やや弱い  粘土（φ１～５mm）を多量、焼土（φ１～３mm）

を微量含む。

SI03
 土色 締り 粘性 混入物・備考
1 褐色土（10YR4/4）  強い  やや弱い  ローム（φ１～10mm）
                                                                                                                     を多量含む。 
2 暗褐色土（10YR3/4）  強い  やや弱い  ローム（φ１～５mm）
                                                                                                                      を微量含む。

SX01
 土色 　締り 粘性 混入物・備考
Ⅰa 暗褐色土（10YR3/4） 　 強い  やや弱い  ローム（φ１～10mm）を中量含む。
Ⅰb 褐色土（10YR4/4）　　　　　やや強い       やや弱い      　 ローム（φ１～10mm）を多量含む。
 1 暗褐色土（10YR3/4） 　 強い  やや弱い  ローム（φ１～５mm）を少量含む。 
 2 暗褐色土（10YR3/3） 　 強い  やや弱い  ローム（φ１～５mm）を中量含む。
 3 褐色土（10YR4/4） 　 強い  やや弱い  ローム（φ１～10mm）を多量含む。
 4 暗褐色土（10YR3/4） 　 強い  やや弱い  ローム（φ１～20mm）を微量含む。
 5 褐色土（10YR4/6） 　 強い  弱い  焼土（φ１～５mm）を極多量含む。
 6 にぶい黄褐色土（10YR4/3）　非常に強い やや弱い ローム（φ１～10mm）を多量含む。
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第 44 図　田端 6-10-6 地点　SI03 平断面図
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図版 25　田端 6-10-6 地点（１）

調査区全景（南西から）
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第 46 図　田端 6-10-6 地点　出土遺物実測図
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図版 27　田端 6-10-6 地点　出土遺物

SI03 全景（西から）SI02 南壁断面（北から）

SI01 遺物出土状況（南東から）SI01 全景（南東から）

図版 26　田端 6-10-6 地点（２）
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第 47 図　西ヶ原 2-14-1 地点　調査平面図

図版 28　西ヶ原 2-14-1 地点

試掘坑１全景（南東から） 試掘坑２全景（北西から）
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図版 29　王子本町 1-21-4・6 地点

試掘坑２全景（東から）試掘坑１全景（東から）
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第 48 図　王子本町 1-21-4・6 地点　調査平面図
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図版 30　赤羽台 4-19-4 地点

試掘坑２全景（西から） 試掘坑１全景（西から）

第 49 図　赤羽台 4-19-4 地点　調査区平面図
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図版 31　田端 1-19 地点
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試掘坑土層堆積状況２（北から）試掘坑土層堆積状況１（北から）

第 50 図　田端 1-19 地点　調査平面図
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第 51 図　赤羽北 1-12-7 地点　調査区全体図、西壁・深掘り断面図
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ハマグリ マガキ ヤマトシジミ ウネナシトマヤガイ アラムシロ アカニシ 5㎜以下貝片 不明 合  計
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ハマグリ ヤマトシジミ マガキ ウネナシトマヤガイ
左 右 左 右 左 右 左 右

1

214

182

107

109

38

650

208

181

104

104

35

632

1

0

0

1

810

812

1

0

0

1

849

851

61

5

6

4

87

163

33

2

2

3

30

70

36

0

0

26

63

32

0

2

1

27

62

0

10

20

30

40

50

60

70

86 9280746862565044383226 （㎜）

（個）

0

20

40

60

80

120

100

140

160

180

200

37 393533312927252321191715

（個）

（㎜）

0

10

20

30

40

50

60

70

86 9280746862565044383226 （㎜）

（個）

0.0

10.0

20.0

30.0

50.0

40.0

60.0

70.0

80.0

90.0
（㎜）

合  計

ヤマトシジミ② ハマグリ全体

（単位：ｇ）

表 1 ー 1　サンプル別貝種重量

表 1 ー 2　サンプル別貝種左右

表 1 ー 3　ハマグリ計測値 第 52 図ー１　ハマグリ殻幅度数分布
（全体）

第 52 図ー２　ハマグリ殻幅度数分布
（サンプル 2-1）

表 1 ー 4　ヤマトシジミ計測値 第 52 図ー３　ヤマトシジミ殻幅度数分布
（ヤマトシジミ②）

第 52 図ー４　箱ひげ図
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図版 32　赤羽北 1-12-7 地点（１）

貝層検出状況（東から）
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第 53 図　赤羽北 1-12-7 地点　出土遺物実測図
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図版 34　赤羽北 1-12-7 地点　出土遺物

図版 33　赤羽北 1-12-7 地点（２）
土器（№ 6）出土状況（東から）

ヤマトシジミブロック１（東から）

獣骨（№ 13）出土状況（南から）獣骨（№ 12）出土状況（北から）

ハマグリブロック１（東から）

貝層堆積状況（北から）



－ 72 －

試掘坑２試掘坑１

試掘坑３

試掘坑４

試掘坑５ 試掘坑６

試掘坑２

①

②

④

①

② ④

試掘坑１

試掘坑３

試掘坑４

試掘坑５

試掘坑６

地山

地山

地山

地山

遺構

攪乱 攪乱

1.370
1.9031.360

1.368
1.910

1.912
1.3941.3901.405

1.927

1.885
1.102

1.081
1.086
1.888

1.935
1.080

1.078

1.094

1.0881.0801.082
1.875 1.882 1.875

1.917

1.2471.2151.267
1.938 1.947 1.945 1.916

1.908
1.419

1.413
1.426
1.891

1.431 1.425 1.450

1.8911.8991.892

1.9151.9281.930

1.602 1.566 1.571

1.959

1.5451.5321.540

1.955 1.966 1.962

1.545
1.522

1.544
1.928

1.9111.9201.930
1.659 1.640 1.626

1.941
1.655

1.655
1.672
1.941

1.6961.6921.712
1.954 1.940 1.938

1.9421.9361.936
1.620 1.568 1.567

1.974
1.5761.584

1.960

1.934 1.927 1.925

1.6991.6811.666

1.940
1.715

1.686
1.708
1.945

1.921
1.699

1.679
1.696
1.904

1.900
1.701 1.677 1.692

1.879
1.889

1.565

1.928
1.567

1.572
1.585
1.930

1.941
1.605

1.596
1.613
1.949

1.6851.6951.705

1.986 1.962 1.920

0 3mS=1/60

第 54 図　志茂 3-39 地点　調査平面図
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図版 35　志茂 3-39 地点

試掘坑２全景（東から）試掘坑１全景（東から）

試掘坑４全景（東から）試掘坑３全景（東から）

試掘坑５全景（南から）

試掘坑６土層堆積状況（西から） 試掘坑６全景（南から）
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第 55 図　西ヶ原 1-29 地点　調査平面図

試掘坑２全景（南西から）試掘坑１全景（北東から）

図版 36　西ヶ原 1-29 地点
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第 56 図　西ヶ原 1-16-16 地点　調査平面図

図版 37　西ヶ原 1-16-16 地点
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第 57 図　西ヶ原 1-16 地点　調査平面図

図版 38　西ヶ原 1-16 地点
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図版 39　上中里 2-8 地点

第 58 図　上中里 2-8 地点　調査平断面図
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試掘坑１全景（北から）

図版 40　西ヶ原 1-21-9 地点
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第 59 図　西ヶ原 1-21-9 地点　調査平面図
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第 60 図　国庫補助金対象事業調査地点位置図（S=1/50,000）
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１. 王子本町 2-8-16

２. 中十条 3-17

４. 西ヶ原 3-24-7

６. 上中里 1-25

３. 中里 3-23-9

５. 上中里 2-8-17・18　25. 上中里 2-8

７. 中十条 4-12

８. 西ヶ原 1-25

第 61 図　国庫補助金対象事業調査地点詳細図①（S=1/2,500）

調査地点

調査地点

調査地点

調査地点

調査地点

調査地点

調査地点５

調査地点 25

調査地点



－ 81 －
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第 62 図　国庫補助金対象事業調査地点詳細図②（S=1/2,500）
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第 63 図　国庫補助金対象事業調査地点詳細図③（S=1/2,500）
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西ヶ原貝塚

－西ヶ原 3-12-23 地点－発掘調査報告

はじめに

本調査報告は令和 3 年（2021）7 月 26 日～ 8 月 5 日に東京都北区西ヶ原 3-12-23 において、北区

教育委員会を調査主体者とし、株式会社東京航業研究所の調査支援により実施した西ヶ原貝塚の発掘調査

の成果をまとめたものである。

１. 調査に至る経緯

本調査地点である西ケ原三丁目 12 番 23 号は西ヶ原遺跡群（北区遺跡№ 27）のうち西ヶ原貝塚に

該当する。そのため令和３年６月 15 日、吉岡環境開発株式会社より分譲住宅建設に伴い、文化財保護法

（以下、法という。）第 93 条第１項に基づく埋蔵文化財発掘の届出が提出された。これに対し、東京都

教育委員会教育長は「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について」（３教地管埋第 1311 号）

により、試掘調査を行なう必要があることを通知した。この通知に基づき７月８日に試掘調査を実施し

たところ、混貝土層の検出および縄文土器の出土により埋蔵文化財の存在が確認された。本発掘調査の

実施にあたっては、７月 19 日付で吉岡環境開発株式会社、北区教育委員会、株式会社東京航業研究所

の三者で協定書を締結した。調査は法第 99 条に基づき、北区教育委員会を調査主体として７月 26 日～

８月５日の期間で行なった。

2. 遺跡の立地と環境（第 1・2 図　表１）

北区の地形は、北西から南東にのびる標高差 15 〜 20m の段丘崖線を境に、北東側の低地と南西側

の台地の二つの地形面から成り立っている。北東側の低地は、東京低地と呼ばれる標高 1 〜 6m 程度の

荒川と旧入間川の沖積低地である。南西側の台地は、武蔵野台地と呼ばれる多摩川により形成された巨大

な扇状地である。武蔵野台地の表面は、多数の段丘地形から成り、関東ローム層の堆積時期の違いから、

多摩面、下末吉面、武蔵野面、立川面等に区分される。青梅市付近の標高約 180m を最高点に、東へ

向かい徐々に低くなり、北区域では標高約 20 〜 25m である。北区の台地は、武蔵野台地の北東部縁辺

の本郷台にあたる。本郷台は、中央を東流する石神井川により南北に分断され、北側は赤羽台・十条台、

南側はさらに北西から南東へ流れる谷田川により分断され、西側は本郷台、東側は上野台と呼称される。

そして、西ヶ原貝塚は上野台の台地平坦面から旧谷田川に向かう緩斜面上に立地し、谷田川によって開析

された小支谷の谷頭を囲むように形成されている。

西ヶ原貝塚は上野台上に展開する西ヶ原遺跡群を構成する遺跡のひとつである。西ヶ原遺跡群は遺跡群

全体を通じ認められる弥生時代後期から古墳時代前期の集落と共に、飛鳥山遺跡（縄文時代前期前半

の集落、弥生時代中期の環濠集落、古墳時代後期の古墳群）、七社神社前遺跡（縄文時代前期の環状

集落）、七社神社裏遺跡（縄文時代中期の地点貝塚、中・後期の集落）、御殿前遺跡（豊島郡衙跡、弥生

時代の方形周溝墓）などから構成される。西ヶ原遺跡群の南東側には、中里峽上遺跡（鍛冶に関する遺構

が検出された古墳時代後期～平安時代の集落）、田端西台通遺跡（縄文時代前期前半の集落、弥生時代

後期～古墳時代初頭の集落・方形周溝墓、古墳時代後期の古墳群、古墳時代後期～平安時代の集落）、



－ 88 －

田端不動坂遺跡（縄文時代早期末・前期前半の集落、弥生時代中期の環濠集落、弥生時代後期の集落・

方形周溝墓、奈良・平安時代の集落）が、南側の緩斜面には田端町遺跡 ( 古墳時代後期～平安時代の集落、

土師器焼成遺構、粘土採掘坑）が、北側の崖下には国指定史跡である中里貝塚（縄文時代中期中頃～後期

初頭）を含む中里遺跡が存在する。

西ヶ原貝塚は明治時代以降、数多くの調査が行われてきた。貝塚の規模に関しては 1951 年の酒詰仲男

の調査により、南西側に開口部をもつ東西約 150m、南北約 180 ｍの馬蹄形貝塚と想定されている。

その後の調査成果を含めると、縄文時代中期後半から晩期前半に形成された貝塚とされる。

今回の調査区は酒詰仲男により想定された馬蹄形貝塚の開口部に位置し、従来貝層の存在が想定されて

いなかった範囲に位置している。
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第１図　北区の地形と遺跡
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第２図　西ヶ原貝塚調査地点位置図
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地点 所在地 報告書 発行年 縄文 弥生～古墳前 古墳後〜平安 備考 報告地点名

第Ⅰ
地点

西ヶ原３－１２－１９ 
付近

東京都北区西ヶ原町 322 番地 
昌林寺貝塚調査報告に関する件
北区史資料編　考古Ⅰ

昭和 28 年 
平成 6 年

中～後期貝塚・
建物跡等 － － 昌林寺

第Ⅱ
地点 西ヶ原３－１７－１２ 西ヶ原貝塚Ⅱ 

東谷戸遺跡 平成 6 年 後期土坑 建物跡 建物跡 中世溝 第一勧業銀行飛鳥アパート

第Ⅲ
地点 西ヶ原３－５－１２ 「飛鳥の友」　創刊号 

都内重要遺跡等調査報告書
昭和 26 年 
平成 10 年

中～晩期貝層、
晩期建物跡等 － －

昭和 20 年酒詰仲男調査 
平成 7・8 年都内重要 
遺跡等調査用調査

飛鳥中学校校庭

第Ⅳ
地点 西ヶ原３－１－９ 西ヶ原貝塚Ⅱ 

東谷戸遺跡 平成 6 年 後期建物跡・貝
層 建物跡 － 中世溝 （仮）小泉ビル

第Ⅴ
地点 西ヶ原３－６－１８ 北区西ヶ原貝塚 昭和 61 年 後期建物跡・後

～晩期貝層 － － － 大野邸地点

第Ⅵ
地点 西ヶ原１－３１－６ 西ヶ原貝塚Ⅱ　 

東谷戸遺跡 平成 6 年 後期貝層・土坑 － － － 農林水産省飛鳥山住宅

第Ⅶ
地点 西ヶ原３－１７－１２ 『かけら』5「西ヶ原昌林寺貝塚

概報」 昭和 27 年 後期貝層・土坑 － － 本郷学園調査

第Ⅷ
地点 西ヶ原３－７－８

七社神社裏貝塚 
西ヶ原貝塚Ⅲ 
中里貝塚Ⅱ

平成 14 年 後期貝層 － － － 古川邸地点

第Ⅸ
地点 西ヶ原３－１－９ 区内遺跡発掘調査報告 平成 17 年 － － － 近世溝

縄文後期貝層再堆積

第Ⅹ
地点 西ヶ原３－３－１１ － － 貝層 － － 試掘のみ

第Ⅺ
地点 西ヶ原３－５－７ 西ヶ原貝塚Ⅳ 平成 16 年 中～後期貝層・

建物跡・土坑等
中世土坑 
縄文晩期貝層再堆積

第Ⅻ
地点

西ヶ原１－３１－６・
２６ 北区西ヶ原貝塚 平成 23 年

前期建物跡、中
期建物跡、後期
貝層・建物跡・
土坑等

建物跡・方形周
溝墓 建物跡・溝 中世土坑・地下式坑・溝・ 

近世溝

第ⅩⅢ
地点

西ヶ原１－３１－１５
先

北区埋蔵文化財調査年報 
－平成 21 年度－ 平成 23 年 後期土坑等 － － 近世溝 西ヶ原１－３１－１５先

第ⅩⅣ
地点 西ヶ原３－６ 北区埋蔵文化財調査年報 

－平成 21 年度－ 平成 23 年 － － － 試掘のみ 西ヶ原３－６

第ⅩⅤ
地点 西ヶ原３－６－１９ 北区埋蔵文化財調査年報 

－平成 22 年度－ 平成 24 年 後～晩期建物跡・
土坑 － － － 西ヶ原３－６－１９

第ⅩⅥ
地点 西ヶ原３－６－２０ 北区埋蔵文化財調査年報 

－平成 22 年度－ 平成 24 年 － － － 試掘のみ 西ヶ原３－６－２０

第ⅩⅦ
地点 西ヶ原３－７－８ 東京都　北区　西ヶ原貝塚 平成 28 年 後期貝層・建物跡・

土坑等 － － 近世土坑 
後期貝層再堆積

第ⅩⅧ
地点 西ヶ原３－５－１２ 北区埋蔵文化財調査年報 

－令和 2 年度－ 令和 3 年 貝層

第ⅩⅨ
地点 西ヶ原３－ 12 － 23 本報告 令和 4 年 後期貝層、土坑

表１　西ヶ原貝塚調査地点一覧表
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３. 調査の経過と概要

　調査期間は令和３年７月 26 日〜８月５日、調査面積は 33.2 ㎡である。試掘調査の成果を受けて 7 月

26 日に発掘機材と重機を搬入し、重機により表土剥ぎを実施した。その後人力により攪乱除去と貝層

検出を行った。貝層以外の暗褐色土層より遺物が検出されることから、包含層が形成されていることが

分かった。貝層検出写真撮影後、包含層及び貝層の調査に取り掛かった。包含層精査中に土坑を検出し、

併せて調査を行った。土坑からは人骨が出土した。貝層および包含層の堆積状況の精査・図面作成を実施

し、8 月 5 日調査を終了した。

　試掘の成果をもとに重機により表土を 0.70 ｍ掘り下げ遺構確認面とした。遺構確認面はハード

ローム層であり、その上に本来堆積しているソフトローム層は認められなかった。今回の調査地点は前述

のように従来貝層が想定されていない部分に位置している。また南側に位置する谷田川により形成された

谷部への移行地点でもある。そのため、南側に向かい傾斜し、そこに包含層が形成されているようである。

　検出された遺構は土坑と貝層ブロックである。以下に述べる。

４. 遺構と遺物 

【SK01】

遺構（第４図　図版１）

　重複関係：なし。形状：平面形は略楕円形を呈し、断面形は平坦な底面からやや内湾しながら斜めに

立ち上がる。規模：長軸 0.99 ｍ、短軸 0.70 ｍ、深さ 0.41 ｍである。主軸方位：N － 38°－Ｅ。所見：
貝層１の北西に位置する。覆土の中層以下から、残りの悪い骨片が出土し、注意深く調査すると、部分的

に人骨が出土した。人骨は大きく分けて二か所から出土した。土坑北側壁の底面付近からは頭蓋骨が壁に

接するようにして出土した。南側からは骨片状ではあるが大腿骨が出土している。土坑の大きさや骨の

出土状況から頭位を北側にし、西側を向いた屈葬位で埋葬されたものと思われる。

遺物（第５図　図版２）

　出土状況：いずれも覆土中から出土した。土器：１は太めの横位沈線を施す。２は屈曲部に横位沈線間

にキザミを持ち以下 RL を施す。３は RL を地文とし、沈線で「の」の字状のモチーフを描く。４は RL を

地文に横位沈線を施す。５・６は縄文帯に沿って沈線が巡り、縦位の貼り瘤を持つ。５の貼り瘤はキザミ

を持ち、地文の縄文は直前段の縄の太さが異なる RL である。７は沈線間に列点を施す。８は無文で口唇

部が内削状になる。

時期　出土遺物から縄文時代後期中葉～後葉と推測される。
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貝層

貝層は調査区の南東側で検出された。南側は北東から南西に延びる近世以降の溝により、西側も攪乱され

残りが悪い。貝層は二か所に分かれているが、間を攪乱されていることから、本来は一体のものであった

と思われる。ここでは北東側の貝層を貝層ブロック１、南側のものを貝層ブロック２として記述する。

【貝層ブロック１】

遺構（第３図　図版１）

　規模：残存規模 1.35 × 1.11 ｍ、最大厚 0.25 ｍである。所見：調査区北東に位置し、西側から南側を

攪乱されている。貝層はローム層直上から形成され 2 層に分けられる。

遺物（第５図　図版２）

　出土状況：貝層中より加曽利Ｂ３式土器を中心として出土している。土器：９は渦巻状の隆帯に沿って

沈線が巡る。10 は口縁部と胴部に沈線による格子。11 は波状口縁を呈する。口縁部と括れ部に沈線区画

された刺突列を巡らす。口縁部下には幅の広い帯縄文を持ち、胴部は磨消縄文による入り組み文を持つ。

12 は無文の浅鉢と思われる。13 は括れ部以下に斜位の沈線が施されている。14・15 は磨消縄文を用い

るものである。15 はキザミのある隆帯に沿って沈線を巡らす。16 は縄文施文後、斜位の細い沈線を施す。

17 は隆起帯上のキザミを持つ。10 ～ 16 は加曽利 B3 式、17 は安行Ⅱ式であろう。これらのことから、

貝層は加曽利 B3 式を主体とする。

時期　出土遺物から縄文時代後期中葉と推測される。

【貝層ブロック２】

遺構（第３図　図版１）

　規模：残存規模 0.69 × 0.52 ｍ、最大厚 0.20 ｍである。所見：調査区南側に位置し、東側を溝により

壊される。貝層はローム直上から形成された暗褐色混貝土層である。

遺物（第５図　図版２）

　出土状況：貝層ブロック１にくらべ出土遺物が少なく、共に貝層中から出土している。土器：18 は

肥厚した口縁部に押圧のある隆帯を巡らし、以下縄文を施す。19 は無文の口縁部である。精製土器を

明示し得ないが、貝層ブロック１と同様に加曽利 B3 式の貝層と思われる。

時期　出土遺物から縄文時代後期中葉と推測される。

【包含層】

遺物（第６～８図　図版３～５）

　出土状況：貝層周辺の暗褐色土から出土したものをここでは取り上げる。出土した遺物は縄文時代中期

後半から晩期中葉の土器が認められるが、貝層と同様に主体となるのは加曽利 B 式期である。

土器：20 は縦位の磨消を持つ加曽利 E 式。21 も口縁部付近の加曽利 E 式であろう。22・23 は磨消縄文

でモチーフを描く。称名寺式。24・25 は沈線を用いる堀之内１式。26 は磨消縄文でモチーフを描く

堀之内２式。27・28 は口縁部に沿って帯縄文をもつもの。29 は幅狭い帯縄文帯を重ねる。27 ～ 29 は

加曽利 B １式。30 は幅の広い縄文帯を持つ。31 ～ 35 は斜位沈線を描くもの。31 は 32 と同様に頸部

を無文にするものと思われる。32 は口縁部に沿って斜位の沈線を描き下端を沈線で区画する。頸部は

無文で括れ部下端に横位の刻目が巡る。以下は沈線により縦位の綾杉状文を描く。35 も胴部下半の同一

の破片と思われるが、沈線がより密に施される。33・34 も同様の胴部下半であろう。36 ～ 38 は横位

キザミと地文縄文を持つもの。いずれも LR を地文として、36・37 は口縁部やや下の横位沈線間に押し

引き状のキザミを、38 は肥厚した口縁部に浅いキザミを施し、円孔を有する。39・40 は 37 に近いが

体部は無文となる。30 ～ 40 は加曽利 B3 式。
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　41 は口縁部付近の破片で RL を地文とし下膨れ状の粘土を貼付する。加曽利 B3 式から曽谷式のもの

か。42・43 はやや幅広い磨消縄文帯を持つ。加曽利 B3 式。45 ～ 55 は加曽利Ｂ式の粗製土器である。

45 ～ 51 は口縁部に隆帯を巡らせ、上端を押圧する。頸部は 45 が RL のみ、46・47・50・51 は頸部

は縄文地に斜位沈線を施す。48・49 は沈線のみである。49 は 1 条、50 は２条の内文が見られる。

52 ～ 55 は胴部破片で縄文地に斜位沈線を施す。56 は胴部破片で密に刺突が施される。三十稲場式であ

ろう。

　57 ～ 59 は波状口縁を呈し、波頂部に貼付文をもつ。隆起帯に縄文を施す。60 は平縁の口縁で同

様に貼付文をもつ。61 は貼付文を持つが器面は横位の擦痕が残り、縄文を欠く。57・58・60・61 が

安行Ⅰ式。59 が安行Ⅱ式。62 ～ 71 は安行式の粗製土器である。62 ～ 69 は口縁部で丸く肥厚する。

62 ～ 64 は無文で、65 ～ 69 はキザミを有する。70・71 は粗製土器の胴部で、押圧のある隆帯がめぐる。

71 は縦位平行沈線と蛇行文が見られる。72・73 は胴部下半に浅い沈線が施される。74 は平行沈線間に

キザミを有し、それより上位に RL が見える。75 ～ 77 は弧状の沈線を施す。安行Ⅲ d 式。78 は無文の

底部で立ち上がりから鉢か浅鉢であろう。

　79・80 は有茎式の石鏃で、共にチャート製である。79 が残存長 3.7 ㎝、最大幅 1.5 ㎝、最大厚 0.4 ㎝、

重さ 1.9 ｇである。80 が残存長 3.1 ㎝、最大幅 2.2 ㎝、最大厚 0.5 ㎝、重さ 3.4 ｇである。81 は完形

の分銅形を呈する打製石斧で緑泥石片岩製である。自然面を残している。長さ 9.2 ㎝、最大幅 5.0 ㎝、

最大厚 1.2 ㎝、重さ 83.1 ｇである。82 は磨石で凝灰岩製である。裏面に平滑面をもつ。長さ 7.0 ㎝、

最大幅 5.5 ㎝、最大厚 3.6 ㎝、重さ 175.3 ｇ。

試掘時出土遺物（第８図　図版５）

　土器：83 は LR を地文に沈線を描く。波頂部直下に円孔をもつ。堀之内１式。84 は口縁部直下に沈線

が巡る無文の浅鉢。85 は注口土器の注口部。84・85 は加曽利 B 式。86 は隆起縄文帯と刺突列を持つ。

安行Ⅰ式。

その他（第８図　図版５）

　調査区南側の近世以降の溝跡と思われる層から出土した。

　陶磁器：87 は常滑窯産陶器の鉢で、14 世紀後半の所産と思われる。流れ込みであろう。
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貝層範囲

土器

1
2

4
5

6

7

1
2

2

3

4

 土色 締り 粘性 混入物・備考
1　灰褐色土　 なし　 なし　 ロームブロック（φ20 ～ 30 ㎜）、炭化材を多く含む（現代の攪乱）。
2　暗褐色土　 なし　 なし　 ロームブロック（φ20 ～ 30 ㎜）、ローム粒子を多量含む。
3　暗褐色土　 なし　 なし　 ローム粒子を少量含む。均一性の高い層（近世以降の遺構か )。
4　暗褐色混土貝層 あり　 なし　 ローム・炭化粒子を含む。貝はハマグリ、ヤマトシジミが主体。
5　暗褐色土　 あり　 あり　 ローム粒子、炭化粒子、貝片を含む。
6　暗褐色土 あり　 なし　 焼土粒子を多量含む。
7　暗黄褐色　 なし　 なし　 ローム粒子を主体とする。
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第３図　西ヶ原 3-12-23 地点　調査区全体平断面図・遺物出土図

骨片出土範囲
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第４図　西ヶ原 3-12-23 地点　SK01 平断面図・遺物出土図
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SK01
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第５図　西ヶ原 3-12-23 地点　出土遺物実測図（１）
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包含層 0 10cmS=1/30 10cmS=1/4
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第６図　西ヶ原 3-12-23 地点　出土遺物実測図（２）
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第７図　西ヶ原 3-12-23 地点　出土遺物実測図（３）
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その他

試掘・第 2トレンチ

包含層 0 10cmS=1/30 5cmS=2/3

（79・80）

0 10cmS=1/3

0 10cmS=1/4

（87）
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第８図　西ヶ原 3-12-23 地点　出土遺物実測図（４）
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貝ブロック上面検出状況（東から）調査区全景（北から）

貝ブロック 1 遺物出土状況（北から）貝ブロック 1 断面（南から）

SK01 人骨出土状況（西から）貝ブロック 2 断面・遺物出土状況（西から）

図版１　西ヶ原 3-12-23 地点
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図版２　西ヶ原 3-12-23 地点　出土遺物（１）
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図版３　西ヶ原 3-12-23 地点　出土遺物（２）
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図版４　西ヶ原 3-12-23 地点　出土遺物（３）
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その他
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図版５　西ヶ原 3-12-23 地点　出土遺物（４）
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